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特集 予 算 報 告

平
成
26
年
度 

予
算
報
告

踏
み
だ
そ
う
・
つ
な
ん
・
新
時
代

平
成
26
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
財
政
の
健
全

性
を
保
ち
つ
つ
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
地
域
経
済
の
進
展
、

一
層
の
住
民
負
担
の
軽
減
を
柱
と
し
た
「
強
く
て
ど
こ
よ
り
も
や
さ
し
い

つ
な
ん
」
づ
く
り
に
向
け
た
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
算
の
規
模
は
、一
般
会
計
予
算
が
対
前
年
比
２
．88
％

減
の
63
億
８
，４
０
０
万
円
、国
民
健
康
保
険
や
下
水
道
、病

院
事
業
な
ど
特
別
会
計
と
合
わ
せ
た
総
額
は
、対
前
年
比
１
．

62
％
減
の
１
２
０
億
２
，４
１
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
重
点
施
策
は
、民
生
・
衛
生
費
で
は
障
害
者
療
養
介

護
、就
労
継
続
支
援
給
付
事
業
、不
妊
治
療
費
助
成
金
、妊

産
婦
医
療
費
助
成
、子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
拡
充
な

ど
を
行
い
ま
す
。農
林
水
産
業
費
で
は
小
水
力
発
電
の
た
め

の
設
備
工
事
、秋
山
郷
地
内
の
集
落
に
都
市
と
の
交
流
を
図

る
た
め
貸
農
園
及
び
宿
泊
施
設
を
建
設
し
、建
設
土
木
費

で
は
町
道
改
良
舗
装
事
業
や
除
雪
機
械
購
入
、美
雪
町
公

営
住
宅
の
建
替
え
工
事
を
行
い
ま
す
。消
防
費
で
は
災
害
時

に
対
応
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成
を
し
ま
す
。教
育
費
で

は
外
丸
小
、中
津
小
の
閉
校
記
念
事
業
補
助
、町
公
民
館
の

冷
温
水
発
生
機
の
更
新
、な
じ
ょ
も
ん
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
委
託
費
、苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
事
業
認
定
に
向
け
て
協

議
会
補
助
等
を
行
い
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
財
政
運
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

現
下
の
経
済
情
勢
に
即
応
す
る
た
め
、適
正
な
職
員
定
数

管
理
に
よ
る
人
件
費
の
削
減
や
、事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ

る
経
費
削
減
を
さ
ら
に
徹
底
し
、最
小
の
経
費
で
行
政
効
果

の
最
大
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
予
算
の
概
要
は
津
南
町
の
H
P
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

区       　　分 平成26年度 対前年比（％）

一般会計 63億8400万円 △ 2.9

特
別
会
計
・
事
業
会
計

国民健康保険特別会計 12億1520万円 △ 0.2

後期高齢者医療特別会計 1億1530万円 0.1

介護保険特別会計 15億3462万円 0.2

簡易水道特別会計 1億1911万円 4.3

下水道事業特別会計 3億9086万円 6.3

農業集落排水事業特別会計 2億9466万円 △ 23.8

病院事業会計 19億7036万円 2.8

計 56億4011万円 △ 0.2

合　　　計 120億2411万円 △ 1.6

歳  入 一般会計63億8400万円の内訳

自主財源（町が自主的に収入とすることができる財源）
■町税

町が独自で課税 ･ 徴収することができる税金で町民税、固

定資産税、軽自動車税など。

■諸収入
延滞金、預金利子、雑入などの他の科目に含まれない金額。

■繰越金
前年度から今年度へ持ち越した金額。

依存財源（国や県から交付される財源や町債）
■地方交付税

全国の市町村が標準的な行政運営が行えるように国から

町に交付されるお金。

■町債
公共施設の整備など長期間にわたって利用でき、多額の経

費が必要なものの財源に充てる町の借入金。

■国庫支出金
特定の事業に対して、国が町へ交付する補助金。

■県支出金
特定の事業に対して、その財源の一部を県が支出するお金。

■地方消費税交付金
地方消費税の一部を財源として、県が人口と従業者数で按

あん

分し、町に交付するお金。

依
存
財
源
74.8％

9億9787万円
町税

（15.6％）

29億7000万円
地方交付税
（46.5％）

5億8478万円
県支出金
（9.2％）

目的別
歳　入

9402万円
その他（1.5％）

5億5590万円
町債

（8.7％）

4億6699万円
国庫支出金
（7.3％）

1億0496万円
地方消費税交付金（1.6％）

自主財源
25.2％

2億4097万円
繰入金（3.8％）

1億5000万円
繰越金（2.4％）

1億2075万円
その他（1.9％）

9776万円
諸収入（1.5％）

用語の説明
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歳  出 一般会計63億8400万円の内訳

■民生費
高齢者、障害者、乳幼児に対する福祉など、安定した社会生活を保障する

ための経費。

■教育費
小中学校の施設や、教育、公民館、社会教育など教育関係の経費。

■農林水産業費
農林業の振興や土地改良事業などに使われる経費。

■衛生費
健康の維持増進や環境整備など、健康で衛生的な生活を維持するための経費。

■総務費
自治振興、広報、戸籍、住民票、選挙、統計など役場運営の全般的な経費。

■土木費
道路や河川の維持管理、整備などの経費。

■公債費
町の借入金の元金や利子を支払うための経費。

■消防費
広域消防への負担金や、消防団の運営にかかる経費。

■商工費
商工業の振興、観光の振興にかかる経費。

目的別
歳　出

16億1263万円
民生費
（25.3％）

6億0550万円
衛生費
（9.5％）

7億5281万円
農林水産業費
（11.8％）

6億2062万円
総務費
（9.7％）

6億2803万円
教育費
（9.8％）

9億3064万円
土木費
（14.6％）

4億8391万円
     公債費（7.6％）

2億8010万円
消防費（4.4％）

2億3837万円
商工費（3.7％）

2億3139万円
その他（3.6％）

用語の説明

一般会計予算を町民ひとり当たりで計算すると…609,277 円

商 工 費

22,750s22,083s

その他（議会費・労働費等）

総 務 費

59,231s

26,732s

消 防 費

教 育 費

59,938s57,788s

衛 生 費

土 木 費

88,818s46,183s

公 債 費

民 生 費

153,907s

農林水産費

71,847s

●平成 26 年度４月１日現在の人口 10,478 人で換算
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今
年
度
の
主
な
予
算
の
使
い
道

■
地
域
起
こ
し
協
力
隊
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

　
（
協
力
隊
設
置
事
業
費
４
４
９
万
円
）

本
紙
６
月
号
で
も
特
集
し
た
地
域
起
こ
し
協
力

隊
。
本
年
度
は
新
規
募
集
経
費
を
計
上
。

　

都
市
住
民
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
地
域
お

こ
し
活
動
支
援
、、
農
林
業
の
応
援
や
、
住
民

の
生
活
支
援
な
ど
に
従
事
し
な
が
ら
、
あ
わ
せ

て
定
住
・
定
着
を
図
り
ま
す
。

■
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
導
入
整
備

　（
シ
ス
テ
ム
改
修
等
事
業
費
３
７
６
７
万
円
）

　

住
民
の
み
な
さ
ん
の
利
便
性
向
上
や
、
各
種

事
務
の
効
率
化
、
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策

の
各
分
野
で
真
に
手
を
差
し
伸
べ
る
べ
き
者
に

対
す
る
支
援
に
活
用
す
る
た
め
に
既
存
の
シ
ス

テ
ム
を
改
修
し
平
成
28
年
か
ら
始
ま
る
本
稼
働

に
む
け
整
備
を
行
い
ま
す
。

総
　
務

■
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　（
発
電
工
事
費
用　

４
３
２
０
万
円
）

　

農
業
用
導
水
路
を
活
用
し
た
小
水
力
発
電
実

施
の
た
め
の
設
備
設
置
工
事
を
行
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
ま
で
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　
（
体
験
宿
泊
施
設　

３
４
８
２
万
円
）

　

秋
山
郷
地
内
集
落
に
貸
農
園
及
び
、
宿
泊
施

設
を
建
設
し
、
都
市
と
の
交
流
を
図
る
と
と
も

に
地
域
の
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。

農
　
林

■
秋
山
郷
の
玄
関
口
を
整
備
し
ま
す
。

　
（
観
光
客
誘
客
宣
伝
事
業
１
６
８
７
万
円
）

秋
山
郷
の
玄
関
口
、
見
玉
の
駐
車
場
増
設
に
合

わ
せ
、
交
通
の
安
全
化
、
渋
滞
の
解
消
、
秋

山
郷
の
観
光
振
興
を
図
り
集
客
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
す
。

商
　
工

■
妊
産
婦
の
受
診
に
補
助
を

　
（
妊
産
婦
医
療
費
助
成
事
業
１
６
８
万
円
）

　

妊
産
婦
が
医
療
機
関
を
受
診
し
た
際
の
医
療

費
（
保
険
医
療
に
よ
る
自
己
負
担
額
）
に
対
し

て
助
成
し
ま
す
。

■
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
（
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
２
３
２
２
万
円
）

　

通
院
入
院
と
も
に
、
中
学
生
か
ら
18
歳
年
齢

到
達
（
高
校
卒
業
）
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

■
健
康
増
進
施
設
管
理
運
営
事
業

　（
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
補
修
事
業
３
６
２
６
万
円
）

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
の
深
井
戸
改
修
工
事
や
施

設
修
繕
を
行
い
、
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
を

図
り
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
寄
与
し
ま
す
。

福
祉
保
健

↑新年度予算について説明する上村町長

↑ジオサイトの中心となる見玉の柱状節理と中津川

■
町
単
町
道
改
良
舗
装
事
業

　
（
町
単
町
道
改
良
舗
装
事
業
１
２
７
０
０
万
円
）

道
路
の
交
通
安
全
と
利
便
性
向
上
の
た
め
の
改

良
舗
装
や
防
雪
、
舗
装
、
側
溝
、
水
路
工
事
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

■
美
雪
町
町
営
住
宅
建
設
事
業

　
（
美
雪
町
町
営
住
宅
建
設
事
業
２
１
１
８
９
万
円
）

　

美
雪
町
の
老
朽
化
し
た
町
営
住
宅
８
戸
に
つ

い
て
、
新
し
く
２
棟
（
１
棟
４
戸
）
を
建
設
、

移
転
し
ま
す
。

建
　
設

↑平成 26 年 3 月に完成した町営住宅 D 棟
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 ,　

町
長
の
委
嘱
を
受
け
、
警
察
機
関
及
び

交
通
安
全
推
進
機
関
等
と
の
緊
密
な
連
携

の
も
と
に
、
交
通
事
故
の
防
止
を
図
り
あ

わ
せ
て
交
通
道
徳
の
高
揚
と
交
通
秩
序
の

保
持
の
た
め
の
指
導
と
普
及
に
つ
と
め
ま

す
。
自
転
車
教
室
や
幼
児
交
通
安
全
教
室

を
通
じ
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
指
導
し
ま
す
。

　

町
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
立
哨
活
動
な

ど
交
通
安
全
運
動
に
お
け
る
交
通
事
故
防

止
活
動
を
通
じ
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指

し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

お
年
寄
り
と
子
供
の
事
故
防
止
に
重
点

を
お
き
、
幼
児
安
全
教
室
な
ど
を
通
じ
、

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
交
通
安
全
の
ア

ピ
ー
ル
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平成26年度　津南町　予算報告

■
今い
ま

井い

城
じ
ょ
う

址し

整
備
事
業

　（
事
業
費
３
６
０
万
円
）

　

県
の
指
定
文
化
財
に
登
録
さ
れ
、
ま
た
昨
今

の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
み
ど
こ
ろ
の
一
つ
と
し
て
活

用
す
る
た
め
、
民
地
と
の
境
界
測
量
な
ど
を
行

い
、
整
備
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

■
学
校
閉
校
事
業

　
（
各
種
団
体
育
成
事
業
２
２
０
０
万
円
）

　

本
年
度
閉
校
予
定
の
外
丸
小
・
中
津
小
の
閉

校
記
念
事
業
を
補
助
し
ま
す
。

■
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
事
業

　
（
文
化
拠
点
創
造
事
業
１
７
３
５
万
円
）

　
「
町
ま
る
ご
と
博
物
館
」
構
想
に
基
づ
き
、

文
化
財
と
観
光
を
総
合
的
に
整
備
す
る
こ
と
で
、

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
し
ま
す
。

　

認
定
申
請
の
と
沿
い
に
あ
た
り
、
ガ
イ
ド
養

成
、
看
板
設
置
・
調
査
委
託
、
大
会
参
加
、
振

興
協
議
会
へ
の
補
助
等
を
行
い
ま
す
。

　

津
南
町
役
場
総
務
課
総
務
班

 　

℡
０
２
５
―
７
６
５
―
３
１
１
２

　

総
務
課
で
は
統
計
調
査
を
行
う
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
調
査
員
の
登
録
を
行
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
調
査
の
際
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
か
た

の
都
合
を
伺
っ
た
上
で
調
査
員
を
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
調
査
区
数
に
よ
り
報
酬
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
調
査
活
動
中
に
災
害
（
交
通
事
故
な

ど
）
に
遭
っ
た
場
合
に
は
、
公
務
災
害
補
償
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

町
で
は
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　

お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

教
　
育

■
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成
し
ま
す

　
（
作
成
委
託
事
業
２
０
０
万
円
）

　

災
害
時
に
対
応
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成

を
委
託
し
、
さ
ら
な
る
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
寄
与
し
ま
す
。

消
　
防

↑国道 117 号からみた今井城址

各
種
統
計
調
査
員
募
集

死亡事故を受け、警察や交通安全協会と共にシルバーゾーン対策として
各家庭を訪問し、反射材シールをその場で靴に貼るといった、地道な活
動も、１件でも交通事故を減らしたいという思いで活動しています。

交
通
指
導
員
、交
通
安
全
協
会
・
女
性
部
募
集

交
通
指
導
員
、交
通
安
全
協
会
・
女
性
部
募
集

交
通
指
導
員
、交
通
安
全
協
会
・
女
性
部
募
集

■ 

町
交
通
指
導
員

■ 

町
交
通
安
全
協
会

■ 

お
問
い
合
わ
せ
先

★ 
町
交
通
安
全
協
会
女
性
部
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こ
ん
に
ち
は
、

　

新
院
長
の
阪さ

か
も
と本

で
す
。

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
津
南
病

院
院
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
50

年
に
渡
り
地
域
を
支
え
て
き
た
伝
統

あ
る
病
院
の
長
と
し
て
、
責
任
の
重

さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た

し
ま
す
。

私
は
石
川
眞
一
郎
先
生
と
同
じ
東

京
慈
恵
会
医
科
大
学
出
身
で
総
合
内

科
医
、
循
環
器
専
門
医
と
し
て
大
学

病
院
勤
務
の
後
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
で
予
防
医
学
等
に
関
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
津
南
病
院
に
は
平
成
元

年
、
平
成
４
年
と
計
３
年
半
の
勤
務

経
験
が
ご
ざ
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然

と
、
町
の
皆
さ
ま
の
優
し
さ
に
包
ま

れ
た
生
活
は
、
家
族
全
員
に
忘
れ
ら

れ
な
い
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
ひ
ま
わ
り
保
育
園
に
通
っ
て
い

た
長
男
は
社
会
人
に
、
津
南
で
生
ま

れ
た
次
男
も
成
人
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
も
津
南
町
は
第
２
の
故
郷
の
よ
う

に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
津
南
町
で
働
け
る
機

会
を
い
た
だ
き
、
責
任
の
重
さ
も
、

今
は
む
し
ろ
心
地
良
い
緊
張
感
を
も

た
ら
し
、
大
好
き
な
町
で
、
大
好
き

な
ひ
と
た
ち
の
た
め
に
働
け
る
こ
と

を
心
か
ら
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
で
の
病
院
の
役
割
が
問
わ
れ

る
中
、
津
南
病
院
が
本
当
に
町
の
皆

さ
ま
に
必
要
と
さ
れ
る
、
質
の
高
い

医
療
、
信
頼
と
安
心
を
提
供
し
、
ご

支
持
い
た
だ
け
る
よ
う
な
病
院
で
あ

る
た
め
に
は
、
患
者
さ
ん
ひ
と
り
ひ

と
り
に
寄
り
添
う
、
職
員
全
体
の
高

い
意
識
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
全
て

の
職
員
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
な
、

充
実
し
た
職
場
作
り
を
心
が
け
、
常

に
見
る
目
と
聞
く
耳
、
考
え
る
頭
と

情
熱
を
、
何
よ
り
も
す
べ
て
の
ひ
と

を
思
い
や
る
心
を
忘
れ
ず
に
、
全
力

を
つ
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
み
な
さ
ん
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
お
願
い
し
ま
し
て
就
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

４
月
か
ら
新
し
い
津
南
病
院
長
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
新
院
長
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

津南病院 新旧院長あいさつ

津
南
病
院
　
院
長

　 

阪さ

か

も

と本
　

也や

た
く
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石
川
前
院
長
　
退
任
あ
い
さ
つ

漸
く
暖
か
い
季
節
が
巡
っ
て
き
ま

し
た
。
津
南
町
の
皆
様
に
は
長
き
に

わ
た
る
ご
厚
誼
を
賜
り
ま
し
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
こ
の
度
、
本
年
３
月
い
っ
ぱ

い
で
町
立
津
南
病
院
を
定
年
退
職
し
、

院
長
を
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

お
陰
様
で
最
後
ま
で
職
務
を
全
う
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
の

方
々
の
ご
支
援
の
賜
物
と
紙
面
を
借
り

て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

こ
の
あ
と
も
病
院
で
の
仕
事
を
続

け
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
い
つ

も
心
に
ひ
っ
か
か
っ
て
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
赴
任
し
て
間
も
な

く
立
て
続
け
に
両
親
を
喪
っ
た
こ
と

で
す
。
地
域
医
療
に
没
頭
し
、
両
親

を
あ
ま
り
顧
み
な
か
っ
た
こ
と
が
悔

や
ま
れ
ま
す
。
今
後
は
故
郷
の
東
京

に
戻
り
若
き
日
の
親
不
孝
を
詫
び
亡

父
母
の
菩
提
を
弔
ら
う
所
存
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
当
地
で
週
２
日
の
外

来
診
療
を
続
け
る
予
定
で
す
が
、
医

療
は
片
手
間
に
で
き
る
ほ
ど
無
責
任

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
め
に

診
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
々
は
次
期

新
院
長
に
お
願
い
し
て
、
皆
様
の
健

康
管
理
を
委
ね
る
こ
と
に
致
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
多
く
の
貴
重
な

経
験
は
、
東
京
の
勤
務
先
で
も
活
か

し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

後
ろ
髪
を
ひ
か
れ
る
思
い
で
す
が
、

在
職
中
に
お
伝
え
し
た
こ
と
を
く
れ

ぐ
れ
も
守
っ
て
い
た
だ
き
、
一
層
の

自
己
健
康
管
理
に
ご
精
励
く
だ
さ
る

こ
と
を
お
願
い
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

津
南
病
院
　
前
院
長

　 

石い

し

か

わ川
眞し

ん

い

ち

ろ

う

一
郎

　院長は退任されましたが、石川前院長は今後も週
２回の外来診療に来ていただく予定です。
　また、さらなる町民の健康、医療の発展のために
この度、津南町名誉院長に就任いただきました。

長い間、
　お世話になりました。

津南病院 新旧院長あいさつ
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積雪量とは？

「累計」降雪量とは？

こ
の
冬
の
積
雪

今
年
度
は
降
っ
た
後
に
晴
れ
間
が
続
く
な
ど
、
一
回
の
降
雪
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

屋
根
に
上
が
っ
た
回
数
も
昨
年
度
に
比
べ
少
な
か
っ
た
印
象
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？
今
年
の
雪
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

1 日（24 時間）に降った雪の量を計測します。
役場の観測所では、9時12時15時の3回測り、1日の降雪量を調べています。

「初雪」から「消雪」まで一つの積雪計で測ります。
また雪自体の重み等により降雪時も嵩が減り、積雪量も減ることがあります。

あまり聞き慣れない「累計降雪量」ですが、そのシーズンの初雪からの毎日の降雪量を足し上
げた降雪量です。
この累計降雪量がその年の雪が多い少ないという指標になります。

日付 1日の
降雪

累計
降雪量

積雪
（午前 9時）

11/12 8 8 8 
11/13 6 14 14 
11/14 0 14 4 
11/15 0 14 0 

… … … …

11/30 1 15 1 
… … … …

12/12 4 19 4 
12/13 1 20 2 
12/14 13 33 13 
12/15 20 53 25 
12/16 26 79 50 
12/17 9 88 48 
12/18 0 88 38 
12/19 0 88 32 
12/20 0 88 26 
12/21 8 96 33 
12/22 8 104 36 
12/23 14 118 44 
12/24 2 120 40 
12/25 22 142 58 
12/26 0 142 48 
12/27 2 144 48 
12/28 10 154 58 
12/29 21 175 78 
12/30 0 175 68 
12/31 0 175 63 

1/1 0 175 57 
1/2 5 180 55 
1/3 26 206 80 
1/4 0 206 60 
1/5 21 227 76 
1/6 12 239 82 
1/7 16 255 86 
1/8 0 255 82 
1/9 2 257 76 

1/10 55 312 116 
1/11 55 367 160 
1/12 21 388 143 
1/13 54 442 164 
1/14 45 487 168 
1/15 6 493 154 
1/16 2 495 150 

日付 1日の
降雪

累計
降雪量

積雪
（午前 9時）

1/17 8 503 142 
1/18 13 516 140 
1/19 48 564 168 
1/20 27 591 170 
1/21 12 603 168 
1/22 22 625 172 
1/23 48 673 182 
1/24 6 679 172 
1/25 0 679 160 
1/26 0 679 148 
1/27 27 706 160 
1/28 0 706 144 
1/29 7 713 142 
1/30 0 713 132 
1/31 0 713 128 
2/1 0 713 126 
2/2 0 713 124 
2/3 0 713 118 
2/4 2 715 112 
2/5 51 766 156 
2/6 16 782 150 
2/7 11 793 150 
2/8 5 798 144 
2/9 20 818 156 

2/10 17 835 152 
2/11 5 840 138 
2/12 0 840 134 
2/13 3 843 134 
2/14 2 845 136 
2/15 52 897 190 
2/16 30 927 199 
2/17 1 928 180 
2/18 31 959 202 
2/19 19 978 196 
2/20 0 978 182 
2/21 17 995 186 
2/22 10 1,005 190 
2/23 15 1,020 180 
2/24 0 1,020 168 
2/25 0 1,020 162 
2/26 0 1,020 156 
2/27 0 1,020 152 
2/28 0 1,020 146 
3/1 0 1,020 140 
3/2 1 1,021 142 

日付 1日の
降雪

累計
降雪量

積雪
（午前 9時）

3/3 5 1,026 144 
3/4 4 1,030 142 
3/5 0 1,030 136 
3/6 28 1,058 158 
3/7 32 1,090 176 
3/8 46 1,136 210 
3/9 18 1,154 200 

3/10 38 1,192 198 
3/11 31 1,223 200 
3/12 0 1,223 186 
3/13 0 1,223 168 
3/14 1 1,224 160 
3/15 12 1,236 170 
3/16 0 1,236 156 
3/17 0 1,236 150 
3/18 0 1,236 146 
3/19 0 1,236 140 
3/20 0 1,236 134 
3/21 0 1,236 130 
3/22 5 1,241 133 
3/23 0 1,241 133 
3/24 0 1,241 132 
3/25 0 1,241 130 
3/26 0 1,241 126 
3/27 0 1,241 118 
3/28 0 1,241 112 
3/29 0 1,241 105 
3/30 0 1,241 100 
3/31 0 1,241 94 
4/1 0 1,241 88 
4/2 0 1,241 80 
4/3 0 1,241 72 
4/4 0 1,241 64 
4/5 3 1,244 56 
4/6 0 1,244 50 
4/7 2 1,246 48 
4/8 0 1,246 42 
4/9 0 1,246 38

4/10 0 1,246 32
4/11 0 1,246 26
4/12 0 1,246 21
4/13 0 1,246 17
4/14 0 1,246 12
4/15 0 1,246 6
4/16 0 1,246 消雪日

一日の降雪量とは？

津南町役場観測所の降積雪量

Ｈ25年冬〜Ｈ26年春の最高積雪は２ｍ10cmでした！
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■津南町累計積雪図年表より
■記録昭和 38 年～平成 26 年まで

〜雪による事故に気をつけましょう！〜

人命救助の功績を称え
感謝状を贈呈

【最も早い初雪日】　平成14年11月2日
【最も遅い初雪日】　昭和43年12月27日

【最も早い消雪日】　平成元年3月21日
【最も遅い消雪日】　昭和59年5月12日

【最高累計降雪年】　昭和58年～59年　　【このときの累計降雪量】　2,543cm
【最低累計降雪年】　平成18年～19年　　【このときの累計降雪量】　   458cm

【最も多い積雪年、最大積雪日】
　昭和56年1月30日

【最大積雪深】　417cm

【最も少ない積雪年、最大積雪日】
　平成18年12月31日

【最大積雪深】　64cm

　十日町地域消防本部から平成 26 年２月 24 日、
人命救助、応急手当に協力した、福

ふくはら

原正
ただし

さん、津
つ

端
ばた

広
ひろ

輝
き

さんに感謝状が贈られました。
　二人は同年１月 11 日早朝、側溝に転落した 71 歳
の新聞配達員の女性を発見、救助し適切な応急手当
を行った功績を称えたもので、女性は前夜からの降
雪により側溝が雪で覆われていたため誤って側溝に転
落、30分ほど水にさらされ低体温状態だったそうです。
　福原さんは８年間介護福祉士として介護の仕事に
就いていたこともあり、「濡れた衣類を速やかに着替
えさせることができた」と当時をふり返っていました。

　また、近年は空き家で、屋根の上の雪の重みで家屋が倒壊する
といったこともありました。
　適切な家屋の管理をお願いします。

↑左：津端さん　中：福原さん　齊藤消防長

この冬の
出来事

除雪作業はひとりでしない！
無理しない！

落雪転落気をつけて！

なんでも一番！なんでも一番！
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町
政
功
労
者

平
成
26
年
度

30年の長きにわたり、
消防団員としてよくその
重責を勤め、消防防災
活動に尽力されました。

町スポーツ推進委員（平成
23年まで体育指導委員）とし
て、22年の長きにわたり、町
スポーツの振興発展、町民の
健康増進に尽力されました。

30年の長きにわたり、
消防団員としてよくその
重責を勤め、消防防災
活動に尽力されました。

民生委員、児童委員とし
て15年の長きにわたり、
児童福祉、社会福祉の
向上に尽力されました。

消防防災功労

自治功労

消防防災功労

自治功労

産業の発展振興

自治功労 自治功労

髙橋　真二さん（見玉）

福島　シズエさん（大割野）

町スポーツ推進委員（平成
23年まで体育指導委員）とし
て、29年の長きにわたり、町
スポーツの振興発展、町民の
健康増進に尽力されました。

自治功労

江村　博己さん（巻下）

民生委員、児童委員、主
任児童委員として16年
の長きにわたり、児童福
祉、社会福祉の向上に
尽力されました。

自治功労

石澤　康子さん（卯ノ木）

津南郷土地改良区理事
長として土地改良事業
に尽力されました。平成
25年には、旭日双光章
を受賞されました。

小島　輝一さん（芦ヶ崎）

町スポーツ推進委員（平成
23年まで体育指導委員）とし
て、22年の長きにわたり、町
スポーツの振興発展、町民の
健康増進に尽力されました。

丸山　直子さん（外丸）

町スポーツ推進委員（平成
23年まで体育指導委員）とし
て、20年の長きにわたり、町
スポーツの振興発展、町民の
健康増進に尽力されました。

小野澤　志眞子さん（卯ノ木）

滝沢　文生さん（押付）

津端　厚子さん（正面）

◆
役
場
・
病
院
の
人
事
が
次
の
よ
う
に
発
令
さ

れ
ま
し
た
。

■
退
職（
３
月
31
日
付
）

▼
津
南
病
院
院
長 

石
川
眞
一
郎

▼
津
南
病
院
副
院
長 

村
山
伸
介

▼
津
南
病
院
主
査 

大
口
良
子

▼
ひ
ま
わ
り
保
育
園
主
任
保
育
士

 

河
田
サ
キ
子

▼
中
津
保
育
園
主
任
保
育
士 

恩
田
の
り
枝

▼
津
南
病
院
主
任
看
護
師 

山
田
由
美

▼
津
南
病
院
主
任
看
護
師 

大
平
奈
保
子

▼
津
南
病
院
労
務
員 

村
山
光
子

▼
津
南
病
院
准
看
護
師 

小
林
弘
美

▼
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　

業
務
第
１
係
長 

石
澤
良
周

■
新
採
用（
４
月
１
日
付
）

▼
津
南
病
院
院
長 

阪
本
琢
也

▼
税
務
町
民
課
主
事 

桑
原
孝
紀

▼
福
祉
保
健
課
主
事 

野
沢　

俊

▼
福
祉
保
健
課
主
事 

瀧
沢　

望

▼
福
祉
保
健
課
保
健
師 

齋
木　

彩

▼
教
育
委
員
会
主
事 

江
村
美
沙

▼
津
南
病
院
主
事 

大
関
祐
太

▼
上
郷
保
育
園
保
育
士 

島
田
梨
沙

▼
津
南
病
院
看
護
師 

久
保
田
愛

▼
津
南
病
院
看
護
師 

山
田
佳
奈

■
内
部
異
動（
４
月
１
日
付
役
場
班
長
以
上
）

▼
津
南
病
院
副
院
長 

林　

裕
作

▼
教
育
委
員
会
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
長

 

佐
藤
雅
一

▼
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
事
務
局
長
兼

　

総
務
係
長 

髙
橋
隆
明

▼
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班
長 

板
場
勇
司

▼
津
南
病
院
庶
務
管
理
班
長 

桑
原
次
郎

▼
教
育
委
員
会
子
育
て
教
育
班
長 

風
巻
敏
幹

今
春
の
人
事
異
動

　

町
で
は
町
政
の
進
展
に
多
大
な
功
績
が
あ
っ

た
か
た
を「
町
政
功
労
者
」と
し
て
表
彰
し
て
い

ま
す
。今
年
度
は
こ
こ
に
紹
介
す
る
９
名
が
４

月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
嘱
託
員
会
議
で
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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子
育
て
教
育
班
が

　
　
　
　

新
設
さ
れ
ま
し
た

子
育
て
教
育
班
が

　
　
　
　

新
設
さ
れ
ま
し
た

▼
教
育
委
員
会
文
化
財
班
長 

板
場
康
之

▼
福
祉
保
健
課
福
祉
班
長 

髙
橋
昌
史

▼
議
会
事
務
局
班
長 

小
林　

武

▼
税
務
町
民
課
税
務
班
長 

鈴
木
正
人

◆
町
内
の
小
中
学
校
に
転
入
さ
れ
た
教
職
員
の

皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
【
敬
称
略（　

）内
は
前
任
校
た
だ
し

　
　

十
日
町
圏
域
以
外
は
前
任
市
町
村
】

●
外
丸
小
学
校

　
　
　
　
　

教
頭　
　

田
村　

剛（
南
魚
沼
市
）

　
　
　
　
　

教
諭　
　

山
岸
智
恵
子（
下
条
小
）

●
上
郷
小
学
校

　
　
　
　
　

教
頭　
　

中
澤
広
行（
小
千
谷
市
）

●
芦
ケ
崎
小
学
校

　
　
　
　
　

教
頭　
　

平
原
一
星（
上
越
市
）

　
　
　

養
護
教
諭　
　

高
橋
千
佳（
新
採
用
）

●
中
津
小
学
校

　
　
　
　
　

校
長　
　

近
藤
哲
夫（
湯
沢
町
）

　
　
　
　
　

教
諭　
　

越
村
勇
一（
東
小
）

　
　
　
　
　

教
諭　
　

渡
部
絵
里（
南
魚
沼
市
）

●
津
南
小
学
校

　
　
　
　
　

校
長　
　

涌
井
泰
二（
長
岡
市
）

　
　
　
　
　

教
頭　
　

松
屋　

徹（
上
越
市
）

　
　
　
　
　

教
諭　
　

桑
原
さ
お
り（
松
里
小
）

　
　
　
　
　

教
諭　
　

渡
邉
和
幸（
長
岡
市
）

　
　
　
　
　

教
諭　
　

大
仲
由
香（
西
小
）

　
　
　
　
　

教
諭　
　

尾
身
大
地（
新
採
用
）

●
津
南
中
学
校

　
　
　
　
　

校
長　
　

山
田
正
司（
松
代
小
）

　
　
　
　
　

教
頭　
　

菊
地
一
秀（
魚
沼
市
）

　
　
　
　
　

教
諭　
　

根
津
礼
子（
長
岡
市
）

　
　
　
　
　

教
諭　
　

西
川　

隼（
糸
魚
川
市
）

　
　
　
　
　

教
諭　
　

野
島
由
紀
子（
新
採
用
）

　
　
　

栄
養
教
諭　
　

渡
邉
朋
子（
長
岡
市
）

子育て
支援体制が

変わり
ました！

■お問い合わせ先：教育委員会子育て教育班　TEL025-765-3118（直）

○子育て教育班の職員体制

○子育て教育班が取り組む内容

保育園関係 町内小中学校
関係

　平成26年度の子育て教育班の職員体制は、専任職員６名、
保健師１名(兼務)、さわやか子育て応援団やにこやかルーム
指導員など7名の専門員で構成されています。

・育ネットつなんに関すること
・保育園に関すること
・子育て支援センターに関すること
・学童保育(放課後児童クラブ)に関すること
・保育・教育・療養の連携や調整に関すること
・つなんにこやかルームに関すること
・子育てに係わる相談業務に関すること
・その他子どもの保有・教育に係わる必要な事務に関すること

福祉保健課 福祉班の 教育委員会 学校教育班の

平
成
26
年
４
月
よ
り

教育委員会 子育て教育班

～津南町は切れ目のない子育て・支援体制を目指していきます～

これまで学校教育班が行っていた業務に次の業務が加わります。
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か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

P
M
２
・
５
に
関
す
る

　
　
　

注
意
喚
起
に
つ
い
て

　

P
M
２
・
５
濃
度
が
上
昇
し
、
注
意
喚
起
が

発
表
さ
れ
た
ら
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

・
屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い
運
動
や
外
出
は
、

で
き
る
だ
け
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

・
換
気
や
窓
の
開
閉
は
、
必
要
最
小
限
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
呼
吸
器
や
循
環
器
に
疾
患
の
あ
る
方
や
、
小

さ
な
お
子
さ
ん
、
高
齢
者
の
方
は
、
体
調
の

変
化
に
注
意
し
、
慎
重
に
行
動
す
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
町
民
へ
の
通
知
方
法

・
防
災
行
政
無
線
で
の
伝
達

・
津
南
町
防
災
メ
ー
ル
の
配
信

※
注
意
喚
起
は
、
１
日
を
単
位
と
し
て
行
わ
れ
、

同
日
中
に
濃
度
が
低
下
し
た
場
合
も
、
特
に

解
除
の
周
知
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
―
３
１
１
３

　

町
内
在
住
者
が
住
宅
を
克
雪
住
宅
に
新
築
・

増
改
築
・
屋
根
改
良
す
る
場
合
に
対
象
に
な
り

ま
す
。

■
補
助
金
の
額

　

対
象
と
な
る
工
事
費
（
上
限
２
５
０
万
円
）
を

基
準
と
し
、対
象
工
事
費
に
０
．２
６
４
を
乗
じ
て

・
融
雪
式
・
耐
雪
式
は
、
２
／
３
を
乗
じ
た
額

　

（
上
限
44
万
円
）

・
落
雪
式
・
高
床
落
雪
式
は
、
１
／
２
を
乗
じ

た
額
（
上
限
33
万
円
）

克
雪
す
ま
い
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
支
援
事
業

建
設
課
よ
り
お
知
ら
せ

　
今
年
度
１
回
目
の
専
門
医
に
よ
る
認
知
症
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
事
前
に
福
祉
保

健
課
保
険
班
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

平
成
26
年
５
月
22
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
４
時

■
会
場　

津
南
町
役
場

■
相
談
対
象
者　

本
人
及
び
家
族

■
相
談
医
師　

ほ
ん
だ
病
院
院
長　

稲
月
先
生

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
締
切　

５
月
16
日
㈮

※
た
だ
し
、
定
員
（
４
名
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
そ
の
他　

今
年
度
同
相
談
会
を
あ
と
３
回
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
福
祉
保
健
課　

保
険
班

　

℡
７
６
５
―
３
１
１
４

平
成
26
年
度
第
１
回

認
知
症
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
平
成
26
年
度
の
調
理
師
試
験
の
日
程
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
試
験
日　

平
成
26
年
７
月
15
日
㈫

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分
ま
で

■
試
験
場
所

　

南
魚
沼
市
（
十
日
町
・
津
南
町
居
住
者
）

■
願
書
配
布
期
間

　

平
成
26
年
４
月
14
日
㈪
〜
５
月
26
日
㈪
ま
で

■
願
書
受
付
期
間

　

平
成
26
年
５
月
19
日
㈪
〜
５
月
26
日
㈪
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
振
興
局　

健
康
福
祉
部

　

地
域
保
健
課

　

℡
０
２
５
―
７
５
７
―
２
４
０
１

平
成
26
年
度

　
　

調
理
師
試
験
に
つ
い
て

　

津
南
町
公
民
館
に
お
い
て
、
長
生
学
園
水
墨

画
ク
ラ
ブ
の
「
春
の
水
墨
画
展
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

力
作
揃
い
の
展
示
会
で
す
の
で
、
大
勢
の
皆

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
展
示
期
間　

５
月
１
日
㈭
〜
11
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

■
展
示
会
場

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

３
階　

和
室

■
お
問
い
合
わ
せ　

津
南
町
公
民
館

　

℡
７
６
５
―
３
１
３
４

長
生
学
園
水
墨
画
ク
ラ
ブ

　
「
春
の
水
墨
画
展
」の
開
催

■
供
用
開
始
日

　

残
雪
状
況
及
び
環
境
整
備
が
完
了
次
第
、
供

用
開
始
と
な
り
ま
す
。
日
程
が
決
定
し
ま
し
た

ら
、
広
報
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
使
用
申
込
み
方
法

　

野
球
場
、
サ
ッ
カ
ー
場
、
陸
上
ト
ラ
ッ
ク
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
利
用
す

る
場
合
は
、
町
総
合
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
使
用
許

可
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
使
用
日

の
三
日
前
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
使
用
料　

町
民
無
料
。

※
ナ
イ
タ
ー
利
用
に
つ
い
て
は
別
途
コ
イ
ン
代

　

が
発
生
し
ま
す
。

■
そ
の
他　

使
用
後
は
、
使
用
日
誌
を
記
入
し
、

使
用
場
所
の
整
地
等
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

町
総
合
セ
ン
タ
ー
内　

生
涯
学
習
班

　

℡
７
６
５
―
５
７
７
６

中
津
川
運
動
公
園
の

　
　
　
　
　

使
用
に
つ
い
て
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・
た
だ
し
要
援
護
世
帯
は
２
／
３
を
乗
じ
た
額

（
上
限
44
万
円
）

■
申
請
方
法

　

補
助
金
の
申
請
書
は
工
事
着
手
前
（
最
低
１

週
間
前
）
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
住
宅
の
集
落
の
区
長
（
総
代
）

か
ら
同
意
を
得
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
期
限
　
10
月
31
日
㈮

※
必
ず
工
事
着
手
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
内
容

・
融
雪
式

　

屋
根
融
雪
施
設
に
要
す
る
全
体
工
事

・
落
雪
式

　

屋
根
部
分
の
克
雪
化
に
要
す
る
経
費

・
落
雪
高
床
式

　

屋
根
及
び
高
床
部
分
（
１
ｍ
以
上
）
の
克
雪

化
に
要
す
る
経
費
。
た
だ
し
、
床
下
部
分
が

居
住
面
積
に
算
入
さ
れ
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

・
耐
雪
式

　

3.5
ｍ
の
積
雪
に
耐
え
る
克
雪
化
に
要
す
る
経
費

■
そ
の
他　

過
去
に
「
克
雪
住
居
協
調
整
備
事

業
」
や
「
克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
」
の
補

助
金
を
受
け
た
も
の
は
、
対
象
外
で
す
。

■
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

土
木
班　

℡
７
６
５
―
３
１
１
６

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
住
宅
改
修
補
助
と
被

災
住
宅
改
修
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者

・
津
南
町
民
で
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
人
。

・
補
助
を
受
け
る
住
宅
に
居
住
す
る
所
有
者

・
過
去
に
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
人
。
た
だ

し
、
補
助
金
交
付
申
請
日
に
お
い
て
満
70
歳

以
上
の
方
ま
た
は
中
学
生
以
下
の
方
が
い
る

世
帯
に
お
い
て
は
、
過
去
に
10
万
円
の
満
額

を
受
け
た
人
で
も
再
度
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
工
事

・
住
宅
の
改
修

・
改
築
工
事
及
び
下
水
道
つ
な
ぎ
込
み
工
事
等

（
門
や
塀
、
庭
園
、
電
化
製
品
等
は
対
象
外

で
す
。）

・
対
象
工
事
が
他
の
補
助
金
も
し
く
は
助
成
金

又
は
保
険
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
工
事

■
施
工
業
者
・
工
事
費
等
の
条
件

・
町
内
に
本
社
も
し
く
は
営
業
所
を
有
し
て
い

て
、
営
業
し
て
い
る
法
人
及
び
個
人
の
業
者

が
施
工
す
る
工
事

・
対
象
工
事
費
が
税
抜
き
で
20
万
円
以
上
で

あ
る
。

・
11
月
28
日
㈮
ま
で
に
金
額
が
確
定
出
来
る

工
事
。

■
補
助
率
・
補
助
限
度
額

・
対
象
工
事
費
の
20
％
（
千
円
未
満
切
捨
て
）

・
限
度
額
10
万
円　

た
だ
し
、
対
象
者
の
た
だ

し
書
き
に
定
め
る
世
帯
は
限
度
額
20
万
円

■
申
請
期
限　

６
月
30
日
㈪

■
工
事
を
す
る
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
原
則
、
工
事
着
手
前
に
申
請
し
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
、
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

土
木
班　

℡
７
６
５
―
３
１
１
６

住
宅
改
修
補
助
事
業

■
申
請
期
限　

９
月
30
日
㈫

　

ま
た
、
11
月
28
日
㈮
ま
で
に
金
額
が
確
定
出

来
る
工
事
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

土
木
班　

℡
７
６
５
―
３
１
１
６

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
旧

耐
震
基
準
の
木
造
住
宅
を
耐
震
改
修
さ
れ
る
か

た
を
対
象
に
、
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
と
な
る
住
宅

・
現
在
お
住
ま
い
の
個
人
所
有
の
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木

造
一
戸
建
て
住
宅

・
耐
震
診
断
の
結
果
が
総
合
評
点
が
1.0
未
満
で

耐
震
改
修
工
事
後
の
総
合
評
点
が
1.0
以
上
と

な
る
住
宅

・
耐
震
改
修
が
建
築
基
準
法
及
び
建
築
物
の
耐

震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
違

反
し
て
い
な
い
こ
と

■
補
助
額
（
最
大
65
万
円
）

　

次
に
揚
げ
る
合
計
金
額

・
耐
震
改
修
に
要
す
る
費
用
の
１
／
３
（
限
度

額
50
万
円
）　

・
右
記
の
額
に
１
／
２
を
乗
じ
て
得
た
額
（
限

度
額
15
万
円
）

■
所
得
税
の
特
別
控
除

　

こ
の
耐
震
改
修
の
補
助
を
受
け
た
か
た
は
、

租
税
特
別
措
置
法
に
規
定
す
る
所
得
税
の
特
別

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
控
除
額
は
、

改
修
費
用
の
10
％
（
20
万
円
が
限
度
）

■
本
事
業
の
設
計
者
及
び
工
事
監
理
者
の
条
件

・
新
潟
県
建
築
設
計
事
務
所
協
会
ま
た
は
新
潟

県
建
築
士
会
中
魚
沼
支
部
が
行
う
木
造
住
宅

耐
震
診
断
と
補
強
方
法
講
習
会
を
終
了
し
た

者
で
あ
る
こ
と
。

・
建
築
士
法
で
規
定
す
る
建
築
士
で
あ
る
こ
と
。

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
補
助

　

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
旧
耐
震

基
準
の
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
さ
れ
る
か
た

を
対
象
に
診
断
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
耐
震
診
断
方
法

　

津
南
町
耐
震
診
断
士
登
録
制
度
に
よ
り
登
録

さ
れ
た
診
断
士
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　

診
断
に
あ
た
っ
て
は
壁
材
等
は
が
し
た
り
す

る
こ
と
は
せ
ず
、
主
に
内
外
観
（
建
物
の
形
状
、

壁
量
、
壁
の
材
質
、
建
物
の
劣
化
状
況
等
）
に

よ
り
診
断
し
ま
す
。

■
補
助
後
の
自
己
負
担
額　

一
律
１
万
円

■
申
請
期
限　

９
月
30
日
㈫

■
補
助
対
象
者

①
次
も
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
住
宅
（
併
用
住

宅
を
含
む
）
を
所
有
者

・
津
南
町
内
の
個
人
所
有
の
一
戸
建
て
住
宅

・
現
在
、
居
住
し
て
い
る
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
住
宅

・
住
宅
の
主
要
な
部
分
が
木
造
の
住
宅

②
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
人

■
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

土
木
班　

℡
７
６
５
―
３
１
１
６

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
料
を

　
　
　
　
　
　
補
助
し
ま
す
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Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

 重量挙げってどんな競技？
— 3月23日　三宅義

よしゆき

行・宏
ひろ

実
み

親子講演会 —

 消防団の災害対応能力向上に一役
— 3月29日　消防車及び資機材引き渡し式(十日町消防南分署) —

 各学校で入学式が行われました
— 本年度で閉校の２校 —

 ありがとう外丸保育園
— 3月28日　外丸保育園休園式 —

　あのオリンピックメダリスト三宅親子と共演できる珍しい体
験型の講演会がＴａｐ主催で行われました。スポーツを通じ
た人づくり・子育て論をテーマに講演いただきました。会場
にはオリンピックで受賞したメダルも披露され、貴重な体験会
となりました。

　東日本大震災をうけ、大規模災害時における消防団活動の
あり方を検討する総務省消防庁から無償で貸付されたもので
消防団の大規模災害時の対応能力向上を図ることを目的に軽
のポンプ車両１台とエンジンカッターや大型エアーテントなど
の資機材が無償貸付されました。

　入学式といえば桜ですが、津南はまだまだ雪の中です。平
成 26 年度で閉校が決まっている外丸小学校と中津小学校。
これから始まる一年間、それぞれの小学校でたくさんの思い
出を作ってほしいですね。ピッカピカの一年生を記録として残
そうと思わず広報マンも写真に熱が入りました。

　昭和 46 年、外丸に地域保育所「ふたば保育所」が誕生し
て以来、43 年の歴史の中で、今までに 500 人あまりの園児
がここで育ちました。過去には 40 名の園児でにぎわっていた
保育園も少子高齢化の影響で 14 名まで減ってしまいました。
４月からひまわり保育園、こばと保育園で新たな園生活がス
タートしました。

↑参加者は三宅親子から直接アドバイスを受けました

↑昨年発売されたばかりの新型車両（４ＷＤ三菱ミニキャブ)

↑４月７日　外丸小学校の新一年生

↑４月8日　中津小学校の新一年生

↑外丸保育園の園児たちが元気にダンス

Tsunan Event Sketch.
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ス
ギ
だ
け
じ
ゃ
な
い 

花
粉
症

検
査
科
　
　
江
村
　
京
子

花
粉
症
は
植
物
の
花
粉
が
原
因
で
、く
し
ゃ
み
・

鼻
水
・
鼻
づ
ま
り
・
目
の
か
ゆ
み
な
ど
の
ア
レ
ル

ギ
ー
症
状
を
起
こ
す
病
気
で
す
。患
者
さ
ん
の
数

は
年
々
増
え
、今
や
国
民
病
と
ま
で
言
わ
れ
る
ほ

ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。

花
粉
症
の
原
因
と
し
て
、一
般
的
に
ス
ギ
花
粉

が
有
名
で
す
が
、実
は
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す
植

物
は
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
　

【
春
】ス
ギ
　
ヒ
ノ
キ
　
ハ
ン
ノ
キ
　
シ
ラ
カ
バ

【
夏
】カ
モ
ガ
ヤ
　
ハ
ル
ガ
ヤ
　
　

【
秋
】ブ
タ
ク
サ
　
ヨ
モ
ギ
　
　

な
ど
約
60
種
類
も
あ
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、花
粉
症
と
合
併
し
や
す
い
病
気
に「
口
腔

ア
レ
ル
ギ
ー
症
候
群
」が
あ
り
ま
す
。特
定
の
果
物

や
生
野
菜
を
食
べ
た
後
、口
・
唇
・
喉
に
イ
ガ
イ
ガ

感
、か
ゆ
み
、腫
れ
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
起

こ
り
ま
す
。リ
ン
ゴ
、桃
、メ
ロ
ン
、ス
イ
カ
、ト
マ

ト
、人
参
な
ど
他
に
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
ぞ

れ
の
花
粉
ご
と
に
関
連
す
る
食
物
が
違
い
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
の
検
査
は

血
液
で
調
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。気
に
な
る
症
状

の
あ
る
方
は
、是
非
検
査

を
受
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

毎
月
の
保
険
料
に
プ
ラ
ス

４
０
０
円
の『
付
加
保
険
料
』

を
付
け
て
、将
来
の
年
金
額
を
お
得

に
増
や
し
ま
せ
ん
か
？
付
加
保
険
料

は
年
金
額
に
２
０
０
円
×
納
付
月
数

で
反
映
さ
れ
ま
す
の
で
、年
金
を
も
ら

い
始
め
て
２
年
で
納
付
分
が
返
っ
て

く
る
し
く
み
で
す
。20
年
間
付
加
保

険
料
を
納
め
る
と
、付
加
分
総
額
は

９
万
６
千
円
。年
金
に
は
、４
万
８
千

円
が
反
映
さ
れ
ま
す
か
ら
、年
金
を
20

年
も
ら
う
と
96
万
が
付
加
保
険
料
分

と
い
う
こ
と
に
な
り
、納
付
額
に
対
し

て
の
受
給
額
は
大
変
お
得
に
な
っ
て
い

ま
す
。希
望
さ
れ
る
か
た
、興
味
の
あ

る
か
た
は
、役
場
の
窓
口
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

が
進
行
し
た
場
合
、
そ
の
前
の
診
断

書
提
出
か
ら
１
年
の
待
機
期
間
を
経

た
後
で
な
け
れ
ば
年
金
額
の
改
定
請

求
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
26
年

４
月
か
ら
は
、
進
行
し
た
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
場
合
に
は
、
１
年
を
待

た
ず
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

該
当
す
る
よ
う
な
状
況
で
あ
る
場

合
は
、
役
場
も
し
く
は
年
金
事
務
所

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

（
保
険
料
）

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
２

（
改
定
請
求
）

・
税
務
町
民
課
町
民
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

こ
れ
ま
で
は
、
障
害
年
金
を
受

け
て
い
る
方
の
障
害
の
状
態

＜実施された行事＞
〔４月〕
	 3日	 全員協議会
	 3日	 議員定数特別委員会
	 3日	 総文福祉常任委員会
	 4日	 県町村議長会議長会議
	 17日	 農業改良会議
	 22日	 津南町社会福祉協議会・
	 	 十日町地域シルバー人材
	 	 センター津南事務所との
　	 	 懇談会（総文福祉常任委員会）

＜今後予定されている行事＞
〔4月〕
	 25日	 津南町身体障害者互助会総会
	 26日	 津南町農協総代会
〔5月〕
	 8日	 全員協議会

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただ
いたかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）
	 3300日	 高橋美佐子（見玉）
	 700日	 根津ミサ（小下里）
	 400日	 村山政子（小下里）
主な運動：
グラウンドゴルフ、
健骨体操、ウォーキ
ングなど

健康体力づくり100日運動

付
加
保
険
料
は

と
て
も
お
得
で
す

障
害
年
金
の
額
改
定
請
求
が
１
年
を

待
た
ず
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こんにちは　

平
成
26
年
４
月
か
ら
消
費
税
が
８
％
へ
変

わ
っ
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
平
成
26
年
４
月
以
降

に
利
用
す
る
介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
も
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
引
き
上
げ
分
（
３
％
）
が
そ
の

ま
ま
上
乗
せ
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
上
乗
せ
率
は
異
な
り
ま
す

が
、
全
体
で
０
．
63
％
の
上
乗
せ
と
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
、
利

用
者
は
原
則
と
し
て
介
護
報
酬
の
１
割
を
、
残

り
の
９
割
は
介
護
保
険
（
町
）
か
ら
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
へ
支
払
い
ま
す
。
こ
の
と
き
事
業
者
へ

支
払
わ
れ
る
介
護
報
酬
は
非
課
税
の
た
め
、
消

費
税
引
き
上
げ
分
の
上
乗
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
事
業
者
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
必
要
な
施

設
備
品
を
購
入
し
た
と
き
に
は
、
消
費
税
分
も

支
払
い
ま
す
の
で
、
事
業
者
の
負
担
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
後
も
事
業
者
が
安
定
し
た
サ
ー

　

ほ
と
ん
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
利
用
者
負

担
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
中
の
か
た
に
つ
い
て

は
各
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
各
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
介
護
支

援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
ま
た
は
福

祉
保
健
課
保
険
班
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
福
祉
用

具
購
入
費
、
住

宅
改
修
費
支
給

の
支
給
限
度
額

な
ど
に
つ
い
て

は
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

・
支
給
限
度
額
を
超
え
た
分

・
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
居
住
費
（
滞
在
費
）、

食
費
、
日
常
生
活
費
な
ど
は
、
従
来
通
り
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
安
定
し
た
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
運
営
の
た
め

の
改
定
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

利
用
し
て
も
上
限
を
超
え
て
し
ま
う
人
が
出
て

く
る
こ
と
か
ら
、利
用
者
の
負
担
が
増
え
な
い
よ

う
に
、支
給
限
度
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

※
介
護
保
険
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
支
給
限
度

額
に
つ
い
て
、
旧
限
度
額
で
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
差
し
替
え
の
も
の
を
発
行
す
る

こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
新
し
い
限
度
額

に
読
み
替
え
て
、
引
き
続
き
ご
利
用
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

お
も
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
は
、１
か
月
に
介
護

保
険
で
利
用
で
き
る
上
限
額（
支
給
限
度
額
）が

決
め
ら
れ
て
い
て
、そ
れ
を
超
え
て
利
用
し
た
分

は
利
用
者
が
全
額
負
担
し
ま
す
。

　

報
酬
改
定
に
よ
っ
て
利
用
者
負
担
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
た
め
、い
ま
ま
で
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　

利
用
者
負
担
が
変
わ
り
ま
し
た

ど
う
し
て
利
用
者
負
担
が

　
　
　
　
　

変
わ
る
の
で
す
か

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

こ
の
よ
う
な
費
用
は

　
　
　
　

全
額
自
己
負
担
で
す

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
上
限
額
も

　
　
　
　
　

変
更
さ
れ
ま
し
た

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
平
成
26
年
４
月
か

ら
報
酬
を
増
や
し
て
事
業
者
へ
の
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
利

用
者
が
支
払
う
利
用
者
負
担
も
変
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

『認知症見守りキャラクターにんこっこ』

要介護状態区分 支給限度額（１か月）

要支援１ 49,700 円

要支援２ 104,000 円

要介護１ 165,800 円

要介護２ 194,800 円

要介護３ 267,500 円

要介護４ 306,000 円

要介護５ 358,300 円

これまでの支給限度額（旧）平成 26 年４月からの支給限度額（新）

要介護状態区分 支給限度額（１か月）

要支援１ 　50,030 円

要支援２ 104,730 円

要介護１ 166,920 円

要介護２ 196,160 円

要介護３ 269,310 円

要介護４ 308,060 円

要介護５ 360,650 円
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脳
卒
中
に

　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

た
く
さ
ん
積
も
っ
て
い
た
雪
が
解
け
、
津
南

に
も
待
望
の
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

春
は
な
に
か
と
忙
し
く
、
体
調
を
崩
し
や
す
い

の
で
、
毎
日
の
生
活
習
慣
を
き
ち
ん
と
整
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
生
活
習
慣
の
乱
れ
に
よ
っ

て
注
意
し
た
い
病
気
の
一
つ
が
、
脳
梗
塞
や
脳

出
血
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
脳
卒
中
で
す
。

　

脳
卒
中
発
症
の
要
因
は
様
々
で
す
が
、
そ
の

中
で
も
代
表
的
な
も
の
は
高
血
圧
で
す
。
津
南

町
の
脳
卒
中
発
症
者
の
約
64
％
の
か
た
が
、
発

症
前
「
高
血
圧
の
既
往
が
あ
っ
た
」
と
回
答
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
飲
酒
量
が
多
い
人
や
た

ば
こ
を
吸
う
人
は
脳
卒
中
へ
の
注
意
が
必
要
で

す
。
他
に
も
、
過
労
や
ス
ト
レ
ス
が
多
い
状
態

が
続
い
て
い
る
と
、
脳
卒
中
の
危
険
度
が
高
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
疲
れ
が
溜
ま
っ
て
い
る

な
と
感
じ
た
時
に
は
、
し
っ
か
り
休
養
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

　

県
が
実
施
し
て
い
る
脳
卒
中
情
報
シ
ス
テ
ム

調
査
に
よ
る
と
、
津
南
町
で
は
毎
年
約
20
人
前

後
の
か
た
が
脳
卒
中
を
発
症
し
て
い
ま
す
。
毎

年
男
性
の
発
症
が
多
く
、
30
〜
40
歳
代
の
若
い

世
代
の
発
症
も
あ
り
ま
す
。
脳
卒
中
を
発
症
す

る
と
麻
痺
が
残
る
こ
と
も
あ
り
、
予
防
が
と
て

も
重
要
で
す
。
ま
た
、
発
症
し
た
場
合
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
で
そ
の
後
の
後
遺
症
を
軽
減

す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
次

の
前
ぶ
れ
症
状
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

★
脳
卒
中
の
前
ぶ
れ
症
状
★

〇
片
方
の
手
足
が
し
び
れ
る

〇
急
に
手
足
か
ら
力
が
ぬ
け
る

〇
片
足
を
引
き
ず
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る

〇
も
の
に
つ
ま
ず
き
や
す
い

〇
フ
ラ
フ
ラ
し
て
ま
っ
す
ぐ
に
歩
け
な
い

〇
片
方
の
目
に
カ
ー
テ
ン
が
か
か
っ
た
よ
う
に
、

一
時
的
に
も
の
が
見
え
な
く
な
る

〇
急
に
め
ま
い
が
す
る
よ
う
に
な
っ
た

〇
物
が
二
重
に
見
え
る

〇
言
葉
が
出
て
こ
な
い
、
理
解
で
き
な
い

な
ど
、
い
つ
も
と
違
う
な
と
感
じ
る
症
状
が

現
れ
た
時
に
は
、
早
め
に
病
院
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

女
性
の
平
均
寿
命

が
全
国
の
市
町
村
の

中
で
22
位
の
津
南
町
。

脳
卒
中
を
予
防
し
て
、

さ
ら
に
健
康
長
寿
の

町
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
！　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
？

大
割
野
　
武た
け

田だ

　
奈な

つ

こ

津
子
さ
ん

総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

行
わ
れ
て
い
る
Ｔ
ａ
ｐ
の

『
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス
教
室
』

に
参
加
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
、２
年
以
上
が
経
ち
ま
し

た
。始
め
た
き
っ
か
け
は
、「
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」の
練
習
が
お
休

み
に
な
る
冬
季
間
の
、体
力
や

筋
力
の
維
持
の
た
め
一
緒
に
や

ら
な
い
か
と
、よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
の
メ
ン
バ
ー
に
誘
わ
れ
た
一
言

で
し
た
。

　

身
体
を
動
か
す
動
作
が
主
な
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
で
す
が
、動
き
は
難
し
く
な
く
、誰
も
が
簡

単
に
出
来
る
よ
う
な
内
容
で
す
。ま
た
、自
宅

で
も
実
践
で
き
る
簡
単
な
筋
ト
レ
の
方
法
や

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
紹
介
も
あ
り
ま
す
。約
１

時
間
の
運
動
で
す
が
、汗
を
か
き
血
流
が
よ

く
な
り
、終
わ
っ
た
後
に
は
爽
快
感
が
得
ら
れ

ま
す
。

　

少
し
体
が
だ
る
く
、休
み
た
い
と
思
う
日
も

あ
り
ま
す
が
、幼
馴
染
と
声
を
掛
け
合
い
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
る
と
、終
わ
っ
た
後
に
は
だ
る

さ
で
は
な
く
、心
地
よ
さ
が
残
り
ま
す
。

　

ま
た
、続
け
て
み
て
気
が
つ
い
た
の
で
す
が
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
汗
を
流
し
て
温
泉
に
入
り
に

行
け
る
日
は
、い
つ
も
よ
り
も
ぐ
っ
す
り
と
眠

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。疲
れ
す
ぎ
て
も
眠
れ
な

い
の
で
す
が
、エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
丁
度
良
い
疲

れ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
し
ょ
う
か

…
…
。

　

心
身
と
も
に
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
、こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

少
し
不
眠
気
味
な
方
や
、体
が
だ
る
く

ス
ッ
キ
リ
し
な
い
方
、私
と
一
緒
に
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
ダ
ン
ス
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

樋
ひ

口
ぐち

　清
さ や か

蘭
保健師
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本とわたし
−滝

たきざわ

沢  元
げん

一
いち

郎
ろう

さんから

著者／新
に っ た

田次
じ

郎
ろう

　出版／㈱新潮社

私
は
本
を
読
む
習
慣
は
小
学
校
、
中
学

校
の
頃
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
ず
本
は
学
校
の
図
書
館
に
し
か
な
く
、
本

屋
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

高
校
生
に
な
っ
て
初
め
て
本
屋
に
行
き
、

本
を
買
っ
た
時
に
は
少
し
大
人
に
な
っ
た

気
分
に
な
り
ま
し
た
。

新
田
次
郎
作
品
が
好
き
に
な
っ
た
の
は
、

若
い
頃
勤
め
て
い
た
会
社
の
社
長
と
車
で

移
動
し
て
い
る
と
き
に
、
こ
の
“
八
甲
田

山
死
の
彷
徨
”
を
読
ん
で
み
な
さ
い
と
言

わ
れ
「
こ
の
本
の
中
に
は
会
社
組
織
の
在

り
方
の
縮
図
が
読
み
取
れ
る
、
そ
れ
は
今

後
に
役
に
立
つ
か
ら
と
言
わ
れ
読
み
始
め

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

何
故
、
青
森
第
５
連
隊
は
雪
中
行
軍
で

多
く
の
死
者
を
出
し
た
の
か
、
ま
た
弘
前

第
31
連
隊
は
何
故
一
人
も
死
者
を
出
さ
な

か
っ
た
の
か
。

青
森
５
連
隊
の
神
田
大
尉
と
山
田
少
佐
、

弘
前
31
連
隊
の
徳
島
大
尉
と
児
島
大
佐
、

上
官
と
そ
の
部
下
の
関
係
を
中
心
に
書
か

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
関
係
が
雪
中
行

八甲田山死の彷
ほ う こ う

徨
紹介する本

恩
おん

田
だ

		輝
てる

次
じ

さん（鹿渡）

弥生 ―Ma r c h―

さとうまきこ／著　　偕成社

「千の種のわたしへ　不思議な訪問者」

中一の春から不登校になった千
ち ぐ さ

種のもとを訪れる「不思議なも
のたち」。この訪問者の身の上話が千

ち ぐ さ

種を少しずつ変えていく。

　

春
は
環
境
が
変
わ
る
季
節
で
す
。
新
し

い
学
校
や
職
場
に
は
も
う
慣
れ
ま
し
た

か
？
趣
味
な
ど
で
き
ち
ん
と
ス
ト
レ
ス
解

消
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

　

今
月
の
１
冊
で
は
、
環
境
の
変
化
に
戸

惑
い
不
登
校
に
な
っ
た
女
の
子
が
登
場
す

る
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

　

こ
の
女
の
子
（
千
種
）
の
も
と
に
「
カ

ラ
ス
」「
ネ
コ
」
な
ど
の
動
物
だ
け
で
な

く
「
木
」「
影
」
と
い
っ
た
「
不
思
議
な

も
の
た
ち
」
が
訪
れ
、
千
種
を
少
し
ず
つ

変
え
て
い
き
ま
す
。

　

自
分
の
考
え
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
ん
な

角
度
か
ら
、
い
ろ
ん
な
人
の
意
見
を
聞
く

こ
と
で
視
野
が
広
が
り
、
悩
み
が
解
消
さ

れ
る
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す
よ
ね
。
と
く
に

10
代
は
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
気
に
な
っ

て
し
ま
う
年
頃
で
す
が
、
こ
の
作
品
を
読

む
と
少
し
変
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　

さ
て
、
４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
ま
で
、

第
56
回
「
こ
ど
も
読
書
週
間
」
で
す
。
期

間
中
、
絵
本
や
児
童
書
を
中
心
に
子
ど
も

た
ち
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
作
品
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

そ
の
中
か
ら
、
１
冊
紹
介
し
ま
す
。

『
動
物
と
話
せ
る
少
女
リ
リ
ア
ー
ネ
　
ス
ペ

シ
ャ
ル
Ⅰ
　
友
だ
ち
が
い
っ
し
ょ
な
ら
！
』

タ
ニ
ヤ
・
シ
ュ
テ
ー
ブ
ナ
ー
／
著

　
　
　
中
村
　
智
子
／
訳

　

小
学
生
に
大
人
気
！
リ
リ
ア
ー
ネ
シ

リ
ー
ズ
初
の
フ
ァ
ン
ブ
ッ
ク
で
す
。
前
半

は
短
編
物
語
で
、
リ
リ
ア
ー
ネ
本
編
１
巻

か
ら
６
巻
ま
で
の
動
物
た
ち
が
登
場
し
正

義
の
た
め
に
大
活
躍
し
ま
す
。
後
半
に
は
、

人
気
投
票
結
果
、
リ
リ
ア
ー
ネ
の
お
部
屋

紹
介
、
リ
リ
ア
ー
ネ
度
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
リ

リ
ア
ー
ネ
フ
ァ
ン
な
ら
読
ん
で
お
き
た
い

１
冊
で
す
。

　

リ
リ
ア
ー
ネ
シ
リ
ー
ズ
は
最
新
刊
ま
で

全
て
揃
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

休
館
日

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

　
　
蔵
書
検
索
が
可
能
で
す

４
月
28
日
㈪
・
５
月
26
日
㈪

　

蔵
書
検
索
サ
イ
ト
か
ら
は
、
新
着
図
書

一
覧
や
、
ご
利
用
状
況
（
ご
自
身
の
借
り

て
い
る
図
書
や
予
約
状
況
等
）
が
、
確
認

で
き
ま
す
。
ま
た
、
貸
出
ラ
ン
キ
ン
グ
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

↑津南町のホームページ画面右下のバナーをクリックしてください。

Pen Relay

広報ライブラリー
今月の１冊

4月 −卯
う

月
づ き

−
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つ
な
ん
の
文
芸

軍
の
成
功
と
遭
難
に
大
き
く
関
係
し
て
い

る
の
で
す
。

本
の
序
章
で
、
弘
前
31
連
隊
の
徳
島
大

尉
が
上
官
に
「
こ
の
雪
中
行
軍
が
死
の
行

軍
に
な
る
か
、
輝
か
し
い
凱
旋
に
な
る

の
か
は
、
こ
の
行
軍
に
加
わ
る
人
に
よ
っ

て
決
ま
り
ま
す
。
雪
地
獄
の
中
で
一
人
の

落
伍
者
が
出
れ
ば
こ
れ
を
救
う
た
め
に
十

人
の
落
伍
者
が
出
、
十
人
の
落
伍
者
を
助

け
る
た
め
に
小
隊
は
全
滅
す
る
で
し
ょ
う
。

雪
地
獄
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
す
」
と
言

っ
た
こ
と
が
ま
さ
に
青
森
５
連
隊
で
起
き

て
い
た
の
で
す
。

青
森
５
連
隊
の
神
田
大
尉
の
計
画
を
山

田
大
佐
に
よ
っ
て
変
更
を
さ
せ
ら
れ
、
小

隊
編
成
か
ら
中
隊
編
成
に
大
隊
本
部
が
随

行
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
、
こ
れ
に
よ

っ
て
指
揮
官
の
命
令
系
統
が
、
所
々
で
本

来
指
揮
官
で
あ
る
神
田
大
尉
の
命
令
は
大

隊
本
部
で
変
え
ら
れ
て
し
ま
い
、
命
令
自

体
が
錯
綜
し
雪
の
八
甲
田
山
で
連
隊
自
体

が
彷
徨
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
結
果
、
青
森
５
連
隊
二
百
十
名
の

う
ち
生
存
者
は
わ
ず
か
に
十
一
名
で
あ
っ

た
。
日
本
陸
軍
の
厳
冬
時
の
装
備
が
格
段

に
良
い
方
向
に
向
か
っ
た
の
は
、
こ
の
遭

難
事
故
が
も
た
ら
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

現
代
社
会
の
組
織
で
も
、
指
揮
系
統
は

大
切
で
あ
る
こ
と
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

部
下
を
信
頼
し
任
せ
た
こ
と
に
関
し
て
は

指
揮
系
統
を
崩
し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

こ
の
本
は
私
の
バ
イ
ブ
ル
で
も
あ
り
ま
す
。

次
は
滝た
き

沢ざ
わ

優ゆ
う

輝き

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

短 歌

俳 句

砂
丘

酔よ

い
ど
れ
の
わ
が
歩あ

ゆ

み
ゆ
く
夜よ

る

の
道み

ち

　
　
頬ほ

ほ

打う

つ
寒か

ん
ぷ
う風
快

こ
こ
ち
よ

く
受う

け	

山
本
　
光
一

待ま

ち
わ
び
て
や
っ
と
咲さ

き
た
る
桜

さ
く
ら

花ば
な

　
　
や
さ
し
き
ピ
ン
ク
木き

に
盛も

り
上あ

が
る	

津
端
　
恵
子

ひ
と
ひ
ら
の
雪ゆ

き

さ
え
見み

え
ず
山や

ま

ひ
と
つ

　
　
凍こ

お

り
た
る
ご
と
静し

ず

ま
り
て
あ
り	

貝
澤
　
圭
子

立り
っ

春
し
ゅ
ん

の
寒さ

む

き
厨

く
り
や

に
炊す

い

事じ

し
つ
つ
　

　
　
朝あ

さ

の
ラ
ジ
オ
に
春は

る

の
歌う

た

聞き

く	

関
谷
　
郁
子

軒の
き
さ
き先
を
し
づ
る
る
雪ゆ

き

は
冬ふ

ゆ

の
日ひ

を

　
　
束つ

か

の
間ま

反か
へ

し
音お

と

立た

て
て
落お

つ	

恩
田
　
久
美
子

母は
は

と
な
る
時と

き

の
間ま

近ぢ
か

く
全ぜ

ん
し
ん身
の

　
　
力

ち
か
ら

を
集あ

つ

め
吾あ

こ子
は
い
き
め
り	
丸
山
　
直
子

夕ゆ
う
ぞ
ら空
の
飛ひ

行こ
う

機き

雲ぐ
も

は
オ
レ
ン
ジ
の

　
　
モ
ー
ル
ス
信し

ん
ご
う号
の
ご
と
く
残の

こ

れ
り	

小
野
寺
　
恒
代

使つ
か

ひ
来き

し
ド
ラ
イ
ヤ
ー
に
て
事こ

と

足た

る
も

　
　
子こ

の
買か

ひ
く
れ
た
る
は
音お

と

の
静し

づ

け
し	

樋
口
　
康
子

十
じ
ゅ
っ

本ぽ
ん

の
指ゆ

び

そ
れ
ぞ
れ
の
役や

く

目め

あ
り

　
　
両

り
ょ
う

手て

合あ

は
せ
て
拍

か
し
は

手で

を
打う

て
り	

内
山
　
キ
ク

早は
や

食く

ひ
を
窘

た
し
な

め
ら
れ
て
久ひ

さ

し
き
に

　
　
母は

は

似に

の
癖く

せ

の
未い

ま

だ
治な

お

ら
ず	

麻
績
　
初
恵

転こ
ろ

ば
ず
に
一い

ち

日ひ

過す

ぐ
れ
ば
よ
き
日ひ

な
り

　
　
わ
が
身み

を
ほ
め
て
心

こ
こ
ろ

を
さ
め
ぬ	

滝
沢
　
勝
枝

歌う
た

を
詠よ

む
気き

力
り
ょ
く

失
う
し
な

ひ
暮く

ら

ら
す
日ひ

日び

　
　
締し

め

切き

り
ま
で
は
ま
だ
四よ

っ

か日
あ
る	

風
巻
　
京
子

麗う
ら

ら
か
な
軒の

き

端ば

に
雀

す
ず
め

が
春は

る

の
歌う

た

　
　
ア
ル
ト
に
う
た
へ
ば
笑わ

ら

ひ
込こ

み
あ
ぐ	

月
岡
　
ヨ
リ
エ

雪ゆ
き

だ
る
ま
や
う
や
く
消き

え
し
天て

ん

気き

図づ

に

　
　
北き

た

へ
伸の

び
ゆ
く
桜

さ
く
ら

前ぜ
ん
せ
ん線	

鈴
木
　
綾
子

よ
み
が
へ
る
思お

も

ひ
は
今い

ま

も
や
さ
し
か
り

　
　
ギ
タ
ー
の「
グ
リ
ー
ン
ス
リ
ー
ヴ
ス
」
聴き

く	

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

子こ

育そ
だ

て
に
家か

じ事
を
守ま

も

り
て
五ご

十
じ
ゅ
う

年ね
ん

　
　
努つ

と

め
し
妻つ

ま

は
足あ

し

病や

み
て
伏ふ

す	

滝
沢
　
義
正

感か
ん
ど
う動
を
与あ

た

へ
く
れ
た
る
ソ
チ
五ご

輪り
ん

　
　
余よ

韻い
ん

残の
こ

し
て
聖せ

い

火か

消き

え
行ゆ

く	

柳
沢
　
チ
ヨ

髪か
み

切き

れ
ば
頭

あ
た
ま

寒さ
む

し
と
毛け

糸い
と

帽ぼ
う

　
　
深ふ

か

ぶ
か
被か

ぶ

り
道み

ち

を
急い

そ

ぎ
ぬ	

富
沢
　
キ
ミ

深ふ
か

ぶ
か
と
雪ゆ

き

を
被か

ぶ

り
て
川か

わ
は
ら原
の

　
　
ど
の
石い

し

も
皆み

な

丸ま
る

ま
り
光ひ

か

る	

板
場
　
寛

手て

漉す

き
和わ

し紙
の
卒そ

つ

業
ぎ
ょ
う

証
し
ょ
う

書し
ょ

胸む
ね

に
抱だ

き

　
　
只た

だ
い
ま今
と
云い

ふ
女ま

ご孫
に
拍は

く
し
ゅ手
す	

島
田
　
眞
之

個
人

ひ
ま
わ
り
で
吾わ

が
誕た

ん

生
じ
ょ
う

日び

祝い
わ

う
な
り

　
　
す
し
・
ケ
ー
キ
喰は

み
贈お

く

り
物も

の

受う

く	

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り	

清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
三
月
）

耳み
み
た
ぶ朶
の
霜し

も
や
け焼
に
ま
た
指ゆ

び

が
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
房
　
良

一い
ち

羽わ

鳴な

き
一い

ち

羽わ

応こ
た

へ
て
寒か

ん

鴉
が
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
芳
　
司

炬こ

燵た
つ

の
座ざ

移う
つ

り
て
み
た
り
し
て
一ひ

と

り人
　
　
　
　
　
　
酔
　
花

春は
る

炬こ

燵た
つ

読よ

み
掛か

け
め
く
る
昼ひ

る

し
づ
か
　
　
　
　
　
　
　
妙

凍い

て
道み

ち

に
コ
イ
ン
貼は

り
付つ

く
早は

や

出で

か
な
　
　
　
　
　
れ
い
子

暮く

れ
待ま

た
で
灯と

も

る
居い

酒ざ
か

屋や

春は
る

の
雪ゆ

き

　
　
　
　
　
　
　
東
　
川

身み

を
隠か

く

す
朧

お
ぼ
ろ

の
路ろ

じ地
の
小こ

料
り
ょ
う

理り

屋や

　
　
　
　
　
　
　
渡
　
舟

煮に

凝こ
ご

り
と
残の

こ

り
の
酒さ

け

と
旨う

ま

き
も
の
　
　
　
　
　
　
　
兎
　
月

チ
ェ
ー
ン
掛か

け
雪ゆ

き

の
山や

ま

家が

の
訃ふ

へ
急い

そ

ぐ
　
　
　
　
　
　
貞

卓た
く

上
じ
ょ
う

に
菜な

の
花は

な

が
咲さ

く
ち
ら
し
寿ず

し司
　
　
　
　
　
　
壽
　
子

春は
る

の
雨あ

め

亡ぼ
う

夫ふ

に
似に

た
る
人ひ

と

の
居い

て
　
　
　
　
　
　
　
冬
詩
子
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生
活
習
慣
病
を
予
防

　
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
健
康
診
査
を
！

近
年
、
生
活
習
慣
病
が
津
南
町
で
も
増
え
て

い
ま
す
。
健
診
の
目
的
は
生
活
習
慣
病
を
早
期

に
発
見
す
る
こ
と
で
す
。
健
診
を
受
け
、
生
活

習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
が
健
康
の
第
一
歩
で
す
。

◆
健
診
の
結
果
か
ら
見
る
津
南
町
の
特
徴

表
１
よ
り
平
成
25
年
度
の
町
の
健
診
の
結
果

で
は
、
60
歳
以
上
で
は
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
値
で
有
所
見

の
か
た
が
最
も
多
か
っ
た
で
す
。
全
体
的
に
Ｌ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
値
の
か
た
は
ど
の
年

代
で
も
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
39
歳
以

下
で
は
尿
蛋
白
が
最
も
多
か
っ
た
で
す
。
み
な

さ
ん
の
健
診
の
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
？

【
津
南
で
多
い
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
値
異
常
と
は
？
】

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
は
「
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン

シ
ー
」
と
読
み
ま
す
。
過
去
１
〜
２
か
月
間
の

血
糖
値
の
平
均
を
反
映
し
、
糖
尿
病
の
診
断
に

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
普
段
の
血
糖
値
が
高
い

と
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
値
も
高
く
な
り
ま
す
。
糖
尿
病
は

か
な
り
重
症
に
な
ら
な
い
と
症
状
が
で
ま
せ
ん
。

ま
た
、
放
置
し
て
お
く
と
動
脈
硬
化
が
進
行
し
、

失
明
や
腎
不
全
な
ど
の
合
併
症
を
招
き
ま
す
。

【
若
者
に
多
か
っ
た
蛋
白
尿
と
は
？
】

尿
は
腎
臓
で
血
液
を
ろ
過
し
て
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
血
中
の
不
要
な
も
の
を
尿
と
し
て
排
泄

し
ま
す
が
、
蛋
白
質
は
体
に
必
要
な
も
の
な
の

で
健
康
な
人
は
尿
に
は
ほ
と
ん
ど
出
て
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
腎
臓
に
異
常
が
起
こ
る
と
多
量

の
蛋
白
質
が
こ
し
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
慢

性
腎
炎
（
慢
性
糸
球
体
腎
炎
）
な
ど
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、激
し
い
運
動
の
後
や
発
熱
時
、立
ち
っ

ぱ
な
し
で
い
た
時
な
ど
に
「
生
理
的
蛋
白
尿
」

と
い
う
一
過
性
の
蛋
白
尿
が
現
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
蛋
白
尿
が
出
た
場
合
は
原
因
が
何
か

調
べ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
医
療
機
関
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
様
な
数
値
が
異
常
値
に
な
る
こ
と
で
高

血
圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
、
慢
性
腎
臓
病
等

の
生
活
習
慣
病
を
発
症
し
ま
す
。
ま
た
、
異
常

値
を
放
置
す
る
こ
と
で
生
活
習
慣
病
が
悪
化
し
、

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
死
に
至
る
病
気
を
発

症
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

◆
生
活
習
慣
病
は
予
防
で
き
る
病
気

　

健
診
を
受
け
て
異
常
値
が
出
た
場
合
は
、
自

覚
症
状
が
な
く
て
も
必
ず
再
検
査
を
し
て
医
師

の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
生
活
習
慣
病
は
悪
化
し
な
い
よ
う
に

早
期
か
ら
予
防
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
予
防

方
法
は
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
で
す
。

食
事
と
運
動
面
の
習
慣
を
変
え
る
こ
と
は
と
て

も
有
効
で
す
。
健
診
を
受
け
た
ま
ま
に
せ
ず
、

そ
の
後
、
受
診
や
生
活
習
慣
の
改
善
等
に
活
か

し
ま
し
ょ
う
。

◆
毎
年
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

町
の
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
、
が
ん
検
診
等
は

町
か
ら
健
診
費
用
の
補
助
が
さ
れ
て
お
り
、
安

い
料
金
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　

ま
た
、
健
診
は
初
期
の
段
階
で
病
気
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
後
々
病
気
が
悪
化
し

て
か
ら
治
療
を
す
る
よ
り
も
早
期
に
発
見
し
治

療
を
す
る
方
が
医
療
費
も
安
く
な
り
、
身
体
的

負
担
も
少
な
く
、
一
石
二
鳥
で
す
。

「
元
気
だ
か
ら
大
丈
夫
、「
忙
し
く
て
受
診
し

て
ら
れ
な
い
」、「
お
金
が
も
っ
た
い
な
い
」
と

い
う
か
た
が
大
勢
い
ま
す
が
、
健
康
で
い
な
け

れ
ば
仕
事
を
頑
張
っ
た
り
、
趣
味
を
楽
し
ん
だ

り
で
き
ま
せ
ん
。
健
診
は
元
気
な
う
ち
に
受
け

る
ほ
ど
効
果
が
あ
り
ま
す
。
早
め
の
受
診
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
平
成
26
年
度 

町
の
健
診
が
始
ま
り
ま
す

６
月
２
日
か
ら
各
集
落
の
公
民
館
や
保
健
セ
ン

タ
ー
等
で
町
の
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。
申
込
を
さ

れ
て
い
る
方
は
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
受
診
下
さ
い
。

各
種
が
ん
検
診
も
始
ま
り
ま
す
。
受
診
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
左
記
の
問
合
せ
先
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

病
気
の
早
期
発
見
の
た
め
に
毎
年
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
わ
せ
先
】

津
南
町
役
場
福
祉
保
健
課　

健
康
班

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

39 歳以下 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 69 歳 70 ～ 74 歳 75 歳以上

1 位 尿蛋白 30.4% ＨｂＡ１ｃ
(NGSP) 51.1%

ＬＤＬ
コレステ
ロール

59.7% ＨｂＡ１ｃ
(NGSP) 73.4% ＨｂＡ１ｃ

(NGSP) 80.5% ＨｂＡ１ｃ
(NGSP) 77.2%

2 位
ＬＤＬ
コレステ
ロール

26.8%
ＬＤＬ
コレステ
ロール

44.7% ＨｂＡ１ｃ
(NGSP) 57.0%

ＬＤＬ
コレステ
ロール

58.7%
ＬＤＬコ
レステロ
ール

52.3% 収縮期血圧 63.3%

3 位 ＨｂＡ１ｃ
(NGSP) 18.5% 中性脂肪 28.7% 中性脂肪 34.2% 収縮期血圧 48.6% 収縮期血圧 47.2%

ＬＤＬ
コレステ
ロール

39.4%

4 位 中性脂肪 17.3% 収縮期血圧 23.4% 収縮期血圧 32.9% 中性脂肪 31.8% 中性脂肪 30.8% 尿蛋白 28.3%

5 位 収縮期血圧 15.5% BMI 22.3% 腹囲 25.5% 腹囲 24.9% 尿蛋白 22.1% ｅＧＦＲ 26.7%

表１）Ｈ 25 年度　津南町の健診結果異常値割合
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２
体
し
か
な
い
准
提
観
音

津
南
町
に
准じ
ゅ
ん

提て
い

観か
ん
の
ん音
は
２
体
あ
り
ま
す
。
１

つ
は
反
り
口
集
落
の
十
王
堂
に
沢
山
の
石
仏
と

並
ん
で
祀ま
つ

ら
れ
て
い
ま
す
。
も
う
１
体
は
上
加

用
の
加
用
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
に
道
路
に
面
し

て
３
体
の
石
仏
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
右

端
の
石
仏
が
准
提
観
音
で
す
。
壁
面
の
額
に
開

発
セ
ン
タ
ー
の
設
立
と
石
仏
の
解
説
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
准
提
観
音
の
解
説
に
は
「
此
之
世

か
ら
悪
人
悪あ
く
ご
う業
を
出
し
て
除
い
て
く
だ
さ
る
菩ぼ

薩さ
つ

」
と
あ
り
ま
す
。

津
南
に
あ
る
２
体
の
准
提
観
音
は
１
面
２
臂ひ

の
立り
ゅ
う

像ぞ
う

で
船ふ
な
が
た型

光こ
う
は
い背

に
造ぞ
う

立り
ゅ
う

さ
れ
て
い
ま
す
。

反
り
口
集
落
で
の
准
提
観
音
の
信
仰
は
と
お
聞

き
し
た
と
き
の
古
老
の
お
話
で
は
、「
夫
婦
愛
・

子
授
け
・
安
産
・
延
命
・
病
気
の
治
癒
」
な
ど

を
司
る
菩
薩
と
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
地
域
や

信
仰
す
る
人
々
に
よ
っ
て
信
仰
内
容
も
変
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

准
提
観
音
は
聖し
ょ
う

観か
ん
の
ん音
の
変へ
ん

化げ

身し
ん

の
１
つ
で
、

独
尊
の
場
合
の
ほ
か
に
「
６
観
音
」
や
「
７

観
音
」
の
１
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
三
十
三
所
観
音
霊
場
に
も
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。
津
南
の
近
く
で
は
、
松
之
山
豊
田
の
「
お

国
八
十
八
番
」
に
、
四
国
八
十
八
番
の
寺
に
祀

ら
れ
て
い
る
本
尊
88
体
の
石
仏
が
並
ん
で
い
る

中
に
准
提
観
音
が
あ
り
ま
す
。

記
憶
や
取
材
手
帳
の
記
述
が
怪
し
い
の
で
す

が
、
松
之
山
豊
田
の
准
提
観
音
は
１
面
18
臂
で

船
型
光
背
に
造
立
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

18
臂
の
手
の
印い
ん
そ
う相

や
持じ

物も
つ

に
つ
い
て
は
先
達
の

研
究
で
は
一
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
豊
田
で
の
石

仏
探
訪
の
取
材
手
帳
の
メ
モ
か
ら
記
述
し
ま
す

と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

胸
の
と
こ
ろ
で
左
手
で
説せ
っ
ぽ
う
い
ん

法
印
（
仏
法
の
教

え
を
説
き
聞
か
せ
る
親
指
と
人
差
し
指
を
結
ぶ

手
）、
右
手
で
施せ

無む

畏い

印い
ん

（
掌
を
外
に
向
け
て

徳
を
与
え
る
こ
と
を
象
徴
す
る
手
の
相
）
を
し

て
い
ま
す
。持
物
は
宝
剣
・
数
珠
・
果
実
・
斧
・
鍵
・

金こ
ん
ご
う
し
ょ

剛
杵
・
宝ほ
う
ど
う幢

・
蓮
華
・
水
甁
・
羂け
ん
さ
く索

・
花

飾
り
の
輪
・
法ほ

ら螺
貝が
い

・
経き
ょ
う

巻か
ん

・
徳
利
・
念ね
ん
じ
ゅ殊

・

法ほ
う
り
ん輪
を
も
っ
て
い
ま
す
。

准
提
観
音
が
い
つ
ご
ろ
日
本
に
伝
え
ら
れ
た

の
か
、
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
そ
う
で
す

が
、
奈
良
市
高
畑
町
の
洞
穴
に
准
提
観
音
を
乗

せ
て
い
た
六
角
柱
に
永え
い

正し
ょ
う

17
年
（
１
５
２
０
）

の
刻
印
が
あ
る
そ
う
で
す
。

反
り
口
集
落
の
准
提
観
音
に
は
弘こ
う

化か

４
年

（
１
８
４
７
）
と
造
立
年
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

Ｔ
ａ
ｐ
２
年
目
ス
タ
ー
ト
!!

春
よ
呼
ぶ

　

第
３
回
豪
雪
地
面
出
し
競
争

准提観音

津南町　上加用

　

４
月
か
ら
Ｔ
ａ
ｐ
の
２
年
目
の
活
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。
住
民
の
方
が
楽
し
く
参
加
で
き
る

運
動
や
趣
味
活
動
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
き
ま
す
。

　

Ｔ
ａ
ｐ
は
人
と
人
と
の
「
つ
な
が
り
」
を
大

切
に
し
た
活
動
を
展
開
し
、
住
民
の
方
の
「
居

場
所
」
と
「
出
番
」
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
会
員
募
集
中
で
す
の
で
、
春
か
ら
新

し
く
習
い
事
を
考
え
て
い
る
人
や
活
動
に
興
味

が
あ
る
人
は
Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

３
月
21
日
（
春
分
の
日
）
に
第
３
回
豪
雪
地

面
出
し
競
争
を
津
南
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
し
ま
し
た
。
約
１
．６
ｍ
の
雪
を
地
面
が
出

る
ま
で
掘
り
、
そ
の
早
さ
を
競
い
ま
し
た
。
高

校
生
や
若
者
、
女
性
、
家
族
な
ど
様
々
な
世
代

が
参
加
し
、
当
日
は
テ
レ
ビ
局
の
取
材
も
あ
り
、

大
会
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
一
般
の
部
11

チ
ー
ム
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
４
チ
ー
ム
総
勢
約

80
名
が
汗
を
出
し
、
声
を
出
し
、
雪
と
戦
い
ま

し
た
。

　

当
日
の
天
候
は

雪
で
し
た
が
、
終

わ
っ
た
と
き
に
は

地
面
が
見
え
る
15

個
の
穴
が
あ
り
、

少
し
早
い
春
を
感

じ
る
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

【
一
般
の
部　

成
績
（
上
位
３
位
ま
で
）】

　

１
位　

遊
友
会 

５
分
33
秒

　

２
位　

ｓ
ｎ
ｏ
ｗ　

ｗ
ａ
ｖ
ｅ 

５
分
40
秒

　

３
位　

津
南
町
テ
ニ
ス
協
会 

６
分
32
秒

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
】

　

１
位　

ハ
リ
Ｋ
‐
Ｅ
Ｎ 

７
分
28
秒

　

２
位　

大
道
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
チ
ー
ム
Ｂ 

７
分
29
秒

　

３
位　

大
道
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
チ
ー
ム
Ａ 

８
分
38
秒

教室・イベント 内容 日程 対象

エアロビクス
（会場：総合センター）

簡単にできる
エアロビクス教室

毎週月曜 
昼・夜 大人

卓球
（会場：総合センター）

女性にも人気！
卓球教室

月曜＝夜
水曜＝昼

40歳
以上

韓国語を学ぼう
（会場：文化センター）

韓国語を楽しく
学べる教室 水曜　夜 どなた

でも

ロコチャレ60
（会場：そだき苑）

ロコモ予防の
ための運動教室

火曜 
10:30 ～

60歳
以上

■子ども対象の「この指とーまれ！」や放課後
クラブも募集中です。

■問合せ先：NPO 法人 Tap 事務局
　（総合センター内　℡ 765-5776）

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

203
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家族で支える農業経営
― 家族経営協定調印式 ― 農

業
委
員
会
の

窓

〜
農
業
委
員
会
の
主
な
動
き
〜

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
２
月
〕

　

25
日　

第
32
回
総
会

　

27
日　

農
作
業
料
金
協
定
会
議

〔
３
月
〕

　

３
日　

食
育
セ
ミ
ナ
ー

　

３
〜
４
日　

議
会

　

６
日　

企
画
会
議

　

25
日　

第
33
回
総
会

　
　
　
　

家
族
経
営
協
定

　

29
日　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
農
政
講
演
会

〔
４
月
〕

　

８
日　

企
画
会
議

【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
４
月
〕

　

25
日　

第
34
回
総
会

〔
５
月
〕

　

26
日　

第
35
回
総
会

　

31
日　

狭
山
市
農
業
体
験

　
「
家
族
経
営
協
定
」と
は
、家
族
経

営
で
あ
い
ま
い
に
な
り
が
ち
な
役

割
や
就
業
条
件
、就
業
環
境
に
つ
い

て
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
う
こ
と
で
、

取
り
決
め
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

最
近
で
は
、単
に
農
業
分
野
の
こ

と
だ
け
で
な
く
、健
康
管
理
や
趣
味
、

介
護
に
つ
い
て
も
取
り
決
め
に
入
れ

る
家
族
も
多
く
、家
族
の
暮
ら
し
の

再
確
認
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

津
南
町
で
は
、平
成
８
年
か
ら
毎

年
家
族
経
営
協
定
に
立
ち
会
っ
て
お

り
、現
在
ま
で
45
家
族
が
協
定
を
継

続
し
て
い
ま
す
。

大地に生きる

　宮沢さんは、祖父母、父母、当人夫婦、１女１男の８人
家族の認定農業者です。
　県農業大学校卒業後に就農され、葉タバコ1.3ha、水
稲6.8ha、作業委託2.0haを経営されています。
　就農当初から4Ｈクラブ（※）の活動を通して近隣の
若い農業者と交流しながら今は青年就農者として活躍
されています。
　父親の仕事の関係から23歳の時に経営移譲を受け
て、順調に規模拡大をしながら地域にとって大事な担
い手として期待されています。

※4Hクラブは、よりよい農村、農業を創るために活動
している組織。

宮
みやざわよしひこ

沢嘉彦さん　（29歳）　卯ノ木

お
嫁
さ
ん
加
入
！
で
再
調
印

　

３
月
25
日
に
家
族
経
営
協
定
を
再

調
印
し
た
の
は
、半
戸
敬
行
さ
ん
ご

家
族
で
す
。敬
行
さ
ん
の
ご
両
親（
敬

二
さ
ん
・
ヨ
シ
イ
さ
ん
）は
平
成
10
年

に
家
族
経
営
協
定
を
結
ん
で
い
ま
し

た
が
、敬
行
さ
ん
が
、経
営
を
譲
り
う

け
た
こ
と
や
、お
嫁
さ
ん
を
も
ら
っ

た
こ
と
で
、改
め
て
家
族
経
営
協
定

を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
く
家
族
の
一
員
に
な
っ
た

か
お
り
さ
ん
は「
お
嫁
に
き
て
１
年

ち
ょ
っ
と
。農
業
の
手
伝
い
は
ま
だ

で
き
な
い
け
れ
ど
、家
事
担
当
と
し

て
家
族
を
支
え
て
い
き
た
い
。」と
抱

負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

津
南
町
農
業
委
員
会
で
は
、
今
後

も
農
業
の
家
族
経
営
を
応
援
し
て
い

き
ま
す
。
我
が
家
も
や
っ
て
み
た
い

と
い
う
ご
家
族
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
津
南
町
農
業
委
員
会

　

℡
７
６
５
―
５
５
８
３

↑半戸さんご一家は、水稲 6.1ha、畑 4ha
を耕作されている大農家で手と手を合わせ
て農業経営に取り組んでます。

↑県、町、農業委員会の立ち会いのもと
で調印が行われました。

↑
３
月
29
日
に
議
会
、
農
協
、
森
林
組
合
、

農
民
連
と
共
催
で
、
新
潟
大
学
農
学
部
助

教 

伊
藤
亮
司
先
生
を
お
招
き
し
て
、「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
と
農
政
」
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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残雪と桜が美しい中子の桜

津南にも遅咲きの春が

今
年
度
、
津
南
町
の
観
光
に
関
す
る
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！
こ
こ
で
は
、

津
南
町
の
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、

旬
な
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

さ
っ
そ
く
で
す
が
、
春
と
い
え
ば
…
桜
！
津

南
町
で
も
桜
の
開
花
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
町
内
で
は
ま
だ
雪
が
残
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
そ
の
雪
と
桜
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

珍
し
い
と
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
方
に
人
気
で
す
。

普
段
は
早
く
溶
け
て
ほ
し
い
雪
で
す
が
、
こ
の

時
ば
か
り
は
で
き
る
だ
け
残
っ
て
い
て
ほ
し
い

雪
で
す
。
特
に
「
中
子
の
桜
」
は
お
問
い
合

わ
せ
の
多
い
ス
ポ
ッ
ト
。
桜
の
後
ろ
に
並
ぶ
杉

林
も
荘
厳
な
雰
囲
気
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
沖

ノ
原
に
並
ぶ
「
段
丘
桜
」
も
お
す
す
め
。
こ
こ

か
ら
は
遠
く
の
山
々
も
見
渡
す
こ
と
が
で
き
て
、

と
て
も
景
色
の
良
い
場
所
で
す
。

私
が
幼
い
こ
ろ
よ
く
行
っ
た
の
が
、
東
京
電

力
信
濃
川
発
電
所
の
近
く
に
咲
く
桜
で
す
。
こ

こ
は
飯
山
線
の
線
路
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
、
桜

の
横
を
通
る
電
車
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
人
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
は
喜
ぶ
こ
と
間
違

い
な
し
で
す
。

ほ
か
に
も
町
内
に
は
隠
れ
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く

さ
ん
あ
り
そ
う
で
す
。「
こ
こ
の
桜
は
き
れ
い

だ
よ
！
」「
こ
こ
珍
し
い
よ
！
」
な
ど
、
桜
だ

け
で
は
な
く
町
内
の
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
、
お

す
す
め
の
場
所
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
！
津
南
町
観

光
協
会
ま
で
教
え
て
く
だ
さ
い
ね
♪

■
お
問
い
合
わ
せ　

津
南
町
観
光
協
会

　

℡
７
６
５
ー
５
５
８
５

〜雪と大地の恵　雪下人参〜
人参農家の皆さん、今年もおいしい人参をありがと

うございます。スティックにしてマヨネーズをつけて
ポリポリ…甘くておいしい！今回はその人参を私流に
少しアレンジしてみました。

人参とリンゴのパイ
【材料（4人分）】
　市販のパイシート２枚
 〈Ａ〉人参150ｇ、
　　　 砂糖大さじ１、
　　　 水150㏄、バター少々
 〈Ｂ〉リンゴ150ｇ、ハチミツ小さじ１、
　　　 レモン汁小さじ１、水50㏄、卵黄適量

【作り方】
①人参は５ミリ程のさいの目切り、リンゴは皮をむ

き芯を取って薄めのくし型に切る。ＡとＢをそれ
ぞれ分量の調味料で程良い軟らかさに煮、水分を
なるべくとばす。

②解凍したパイシートにリンゴ、人参の順にのせ、
切れ目をいれたもう１枚のパイシートをのせ、卵
黄をぬり200℃のオーブンで15分、その後170℃
で15分焼いて出来上がり。

人参の生春巻き
【材料】
　人参、ツナ缶１缶、
　マヨネーズ、塩コショウ、
　レタス、スライスチーズ、
　ライスペーパー

【作り方】
①人参は４～５㎝位の長さの細めの千切りにし油を

きったツナ缶とマヨネーズ適量と塩コショウ少々
で混ぜ合わせておく。

②水にくぐらせて軟らかくなったライスペーパーに
スライスチーズをのせ、①を包んでできあがり。
とっても簡単です！！

衣・食・住 アドバイザーの
　　アドバイス
アドバイザーの
　　アドバイス

農村地域生活アドバイザー　藤ノ木ヨキ子（中深見）

観光情報
つなん
travel information



戸 籍 の 窓

■人口10,478（−43）　男5,101（−19）　女5,377（−24）

■世帯数3,594（−5）　■転入／ 38　■転出／ 69　■出生／ 3　■死亡／ 15　■婚姻／ 0４月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●父から子へ−高橋勉・皐親子展−
　会期：平成26年4月26日㈯～ 6月8日㈰
●入場料／大人（高校生以上）300円
　十二ノ木出身の画家 

高橋勉氏と、そのご子

息 高橋皐氏の作品展を

開催しております。

　作品のほかに、制作

風景の写真なども展示

しています。

●天然記念物 カモシカについて
　カモシカは、天然記念物に指定されています

ので、見つけた場合は遠くから見守りましょう。

もし、死亡しているのを見つけた場合は、速や

かに教育委員会文化財班（TEL765-5511）にご

連絡ください。放鳥されている朱鷺も同様とな

ります。

　皆さまのご協力をお願いいたします。

●入館料変更のお知らせ
中学生以下の入館料が無料になりました!!
　10周年を迎える「なじょもん」へ、どうぞお気軽にお越しください。

　（※体験料は別途必要になります。）

津端　恵
け い ご

伍（陣場下） 健三さん
 紗弥花さん

江村　空
く う と

飛（正面） 博之さん
 まどかさん

瀧澤　優
ゆう

（正面） 剛志さん
 絵美さん

佐藤　ヨネさん	 （80歳・赤沢）

久保田　けさ子さん	（88歳・羽倉）
藤ノ木　シマノさん	（92歳・美穂）
髙橋　ヤイさん	 （101歳・船山）

中島　敦子さん	 （87歳・百ノ木）

小山　 一さん	 （96歳・割野）

石澤　 郎さん	 （89歳・寺石）

髙橋　熊一さん	 （87歳・割野）

津端　朝夫さん	 （86歳・外丸）

藤木　清美さん	 （51歳・米原）

山田　アサさん	 （83歳・正面）

桒原　富一郎さん	 （84歳・米原）

　

雪
も
だ
い
ぶ
消
え
て
き
ま
し
た
ね
。こ
の
冬
の
雪
は
い

か
が
で
し
た
か
？
４
月
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
。町
と

病
院
の
体
制
も
少
し
変
わ
り
ま
し
た
。今
回
退
任
さ
れ

た
石
川
院
長
先
生
は
20
年
以
上
、副
院
長
の
村
山
先
生

は
30
年
の
長
き
に
わ
た
り
津
南
病
院
に
勤
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。長
い
間
、本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。広
報
担

当
は
無
事
？
に
２
年
目
に
突
入
で
す
。

予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります5 月 【なじょもん☎ 765-5511】

※友の会の皆さんは半額です。
※詳しい時間についてはお問い合わせください。

藤ノ木　裕さん（大赤沢）
涌井　麻衣子さん（岡） ｝
小野塚　弘之さん（辰ノ口）
石澤　華織さん（辰ノ口） ｝
小林　慎吾さん（羽倉）
山﨑　風花さん（長野県） ｝

高橋皐氏が描いた「五月の越後津南」

天然記念物のカモシカ

日 時 プログラム 金額 対 象

3日㈷

10：00〜

縄文人は何を食べて
いたのだろうか？
～探しに行こう春の味～

〈野外〉

400 低学年から

13：30〜 わら細工（草履作り） 500 高学年から

10：00〜 勾玉作り 500 低学年から

10：00〜 こだわりの勾玉作り 600 低学年から

4日㈰

10：00〜 縄文まるごと一日体験〈野外〉 1,500 低学年から

13：30〜 藍染め 1,000 低学年から

13：30〜 滑石の縄文指輪作り 600 高学年から

10：00〜 勾玉作り 500 低学年から

10：00〜 こだわりの勾玉作り 600 低学年から

5日㈷

10：00〜

縄文人は何を食べて
いたのだろうか？
～探しに行こう春の味～

〈野外〉

400 低学年から

13：30〜 小枝のランプシェード
500
1,000

（ランプ付）

低学年から

10：00〜 本格アンギン編み一日体験
1,500
1,000
(4/29参加者)

中学年から

10：00〜 勾玉作り 500 低学年から

10：00〜 こだわりの勾玉作り 600 低学年から

10：00〜 琥珀の勾玉作り 1,000 高学年から

日 時 プログラム 金額 対 象

6日㈷

9：00〜 バードウォッチング（野外） 300 低学年から

13：30〜

縄文人は何を食べて
いたのだろうか？
～探しに行こう春の味～

〈野外〉

400 低学年から

10：00〜 勾玉作り 500 低学年から

10：00〜 こだわりの勾玉作り 600 低学年から

10日㈯ 13：30〜 草木染め 500 低学年から

11日㈰ 13：30〜 縄文レリーフ作り 500 低学年から

17日㈯ 10：00〜 そば打ち 800 中学年から

18日㈰ 13：30〜 陶芸（マグカップ作り） 800 中学年から

24日㈯ 13：30〜 土器作りパートⅡ 600 高学年から

25日㈰ 13：30〜 バト帯作り 800 高学年から

28日㈬ 19：30〜 星空観察会〈野外〉 300 低学年から

31日㈯ 13：30〜 カラムシのミサンガ 1,000 中学年から
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　
入
学
、新
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活
な
ど
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が
変
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る
こ
の
季
節
。今

年
も「
鮭
の
放
流
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。稚
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は
２
万
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を
旅
し
、４
年
後
に

は
、４
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ロ
の
鮭
に
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ま
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故
郷
に
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る
そ
う
で
す
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